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『
建
武
年
中
行
事
』
雑
考
　
（
五
）

佐

　

藤

　

厚

　

子

県
召
の
除
目

○
『
建
武
年
中
行
事
』
　
の
除
目
記
事
と
周
辺
資
料

十
一
日
よ
り
、
あ
が
た
め
し
の
除
目
お
こ
な
は
る
。

『
建
武
年
中
行
事
』
は
、
恒
例
の
春
除
目
を
、
正
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
ま

で
、
三
日
間
の
行
事
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
式
日
の
規
定
は
、
近
代
の

説
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

十
世
紀
の
当
時
、
春
除
目
は
、
　
正
月
九
日
か
ら
十
一
日
に
か
け
て
実
施
す
べ

き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
『
北
山
抄
』
は
、
「
九
日
、
始
議
二
外
官
除
目
一
事
」

と
し
て
九
日
に
始
ま
る
議
定
の
次
第
を
挙
げ
、
次
に
　
「
十
二
日
、
除
目
事
」
　
と

い
う
項
目
を
立
て
て
、
こ
の
日
に
任
官
の
儀
式
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。御
前
の
議
を
経
て
、
そ
の
後
に
下
命
の
儀
式
に
至
る
と
い
う
の
は
、
恒
例
の

叙
位
が
、
五
日
あ
る
い
は
六
日
の
叙
位
議
を
承
け
て
、
七
日
の
位
記
授
与
の
式

に
臨
む
と
い
う
構
成
を
と
る
こ
と
と
、
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
任
官

の
式
は
、
こ
れ
も
叙
位
の
場
合
と
同
じ
く
、
南
殿
で
行
う
の
が
正
式
と
さ
れ
た
。

『
西
宮
記
』
　
「
下
名
」
　
の
別
項
「
南
殿
儀
」
　
に
は
、
南
殿
に
天
皇
出
御
の
上
、
召

唱
を
行
う
と
い
う
儀
式
次
第
を
載
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
頃
に
は
同
時
に
、

そ
の
略
式
化
も
か
な
り
進
行
し
て
い
た
ら
し
い
。
『
江
家
次
第
』
「
除
目
清
書
事
」

「
除
目
下
名
」
で
は
、
官
庁
ま
た
は
外
記
庁
に
下
名
を
下
し
、
即
日
あ
る
い
は
後

日
に
下
命
の
儀
式
を
行
う
と
し
て
お
り
、
南
殿
の
儀
は
、
か
な
り
早
い
時
期
か

ら
廃
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
式
日
に
つ
い
て
見
る
と
、
　
こ
れ
も
十
世
紀
の
頃
か
ら
既
に
、
規
定
に

拘
ら
ず
日
次
を
選
ん
で
実
施
す
る
こ
と
が
、
広
く
容
認
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば

『
北
山
抄
』
は
、
　
「
九
日
、
始
議
二
外
官
除
目
一
事
」
に
注
を
付
し
て
「
或
節
会
後
、

択
レ
日
行
レ
之
。
」
と
し
て
い
る
。
実
態
と
し
て
、
式
日
の
規
定
に
大
き
な
拘
束
力

は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
九
日
か
ら
十
二
日

に
か
け
て
の
三
日
間
に
行
う
の
が
正
式
で
あ
る
と
す
る
認
識
は
、
か
な
り
後
の
、

時
代
ま
で
生
き
て
い
た
。
勘
例
の
年
次
か
ら
十
三
世
紀
初
め
以
降
の
成
立
と
推

定
さ
れ
る
『
年
中
行
事
抄
』
に
は
、
「
十
一
日
。
外
国
除
目
事
。
〔
近
代
択
日
次
。

或
用
式
日
。
自
九
日
有
議
。
〕
」
　
と
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
『
年
中
行
事
抄
』
と
同
じ
頃
、
あ
る
い
は
、
　
そ
れ
か
ら
ほ
ど
な
く

し
て
、
除
目
は
、
十
一
日
よ
り
始
め
ら
れ
る
も
の
と
定
ま
っ
た
ら
し
い
。
即
ち

『
〓
冤
翼
抄
』
に
は
、
「
式
日
事
」
と
し
て
、
「
自
二
正
月
十
一
日
一
被
レ
始
二
行
之
一
。

九
日
。
始
議
二
外
官
除
目
事
一
由
見
二
于
北
山
抄
一
。
然
而
近
代
以
二
十
一
日
一
為
レ
始

四
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也
。
延
引
之
時
勘
二
日
次
一
。
」
と
あ
る
。
か
つ
て
は
九
日
を
議
定
開
始
の
式
日
と

し
た
が
、
近
代
で
は
十
一
日
が
そ
の
日
で
あ
る
と
、
明
言
す
る
の
で
あ
る
。

『
〓
冤
翼
抄
』
は
春
除
目
に
関
す
る
作
法
書
で
、
花
山
院
師
継
（
弘
安
四
・
一

二
八
一
、
六
十
才
で
没
）
　
の
編
ん
だ
原
本
を
、
花
山
院
師
賢
が
元
享
二
年
（
一

三
二
二
）
　
に
抄
出
し
た
も
の
と
い
う
。
原
本
の
成
立
は
『
年
中
行
事
抄
』
と
ほ

ぼ
同
時
代
で
あ
り
、
ま
た
、
仮
に
こ
の
部
分
が
師
賢
に
よ
る
補
筆
で
あ
る
と
し

て
も
、
『
年
中
行
事
抄
』
に
遅
れ
る
こ
と
、
せ
い
ぜ
い
百
年
前
後
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
っ
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
と
も
か
く
、

十
三
世
紀
の
頃
を
境
と
し
て
、
恒
例
の
春
除
目
は
、
　
正
月
十
一
日
よ
り
実
施
す

べ
き
も
の
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
〓
冤
翼
抄
』
は
、
『
建
武
年
中
行
事
』
　
の
除
目
記
事
を
読
む
場

合
に
、
　
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
で
あ
る
と
言
え
る
。
編
者
の
正
二
位

大
納
言
師
賢
は
、
正
中
の
変
・
元
弘
の
変
に
も
後
醍
醐
天
皇
の
意
を
受
け
て
参

画
し
行
動
を
共
に
し
た
腹
心
の
臣
で
あ
る
。
ま
た
原
本
の
編
者
は
師
賢
の
祖
父

で
あ
る
が
、
そ
の
師
継
は
、
後
醍
醐
の
母
談
天
門
院
藤
原
忠
子
を
、
子
と
し
た

（1）

と
さ
れ
る
。

師
賢
が
当
書
を
編
ん
だ
と
い
う
元
享
二
年
は
、
後
醍
醐
即
位
（
文
保
二
・
一

三
一
八
）
　
か
ら
五
年
目
の
年
に
当
た
り
、
当
時
、
師
賢
は
二
十
二
才
、
従
二
位

権
中
納
言
兼
中
宮
権
大
夫
で
あ
っ
た
。
『
建
武
年
中
行
事
』
の
編
纂
が
い
つ
頃
な

さ
れ
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
以
上
、
両
書
の
関
係
を
即
断
す
る
こ
と
は
禁
物

で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
後
醍
醐
と
師
賢
と
の
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
内

容
に
通
ず
る
よ
う
な
情
報
の
交
換
が
な
さ
れ
た
可
能
性
は
、
十
分
に
考
え
ら
れ

よ
う
。こ
の
他
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
除
目
記
事
に
関
連
す
る
資
料
と
し
て
は
、
一

条
兼
良
編
『
玉
英
記
抄
』
に
、
後
照
念
院
関
白
鷹
司
冬
平
が
後
醍
醐
に
除
目
の

儀
を
伝
授
し
た
、
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
後
醍
醐
は
、

四
八

冬
平
が
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）
　
五
十
三
才
で
没
す
る
ま
で
の
一
時
期
に
、
　
五

摂
家
の
一
に
伝
わ
る
除
目
作
法
の
伝
授
を
受
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
『
建
武
年

中
行
事
』
の
執
筆
時
期
が
、
そ
れ
と
重
な
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

こ
れ
も
興
味
深
い
資
料
で
は
あ
る
。

但
し
、
上
記
の
い
ず
れ
に
関
し
て
も
言
え
る
こ
と
だ
が
、
『
建
武
年
中
行
事
』

の
除
目
記
事
を
読
む
場
合
に
、
記
述
内
容
の
根
拠
を
直
ち
に
こ
れ
ら
の
資
料
に

求
め
る
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
仮
に
、
『
〓
冤
翼
抄
』
　
の
編
纂
や
冬
平
の
作
法
伝
授
が
『
建
武
年
中
行
事
』

の
除
目
記
事
の
編
述
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
本
文
に
書
か
れ
て

あ
る
こ
と
の
全
て
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
『
建
武
年

中
行
事
』
の
除
目
記
事
は
、
お
そ
ら
く
他
の
儀
式
の
記
事
と
同
様
、
複
数
の
情

報
源
か
ら
得
ら
れ
た
知
識
を
独
自
に
再
構
成
し
て
成
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
ら
の
情
報
源
は
、
予
想
以
上
に
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
『
建
武
年
中
行
事
』
に
関
す
る
限
り
、
典
拠
論
に
対
す
る
期
待
は
、
最
小

限
に
止
め
て
お
く
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
資
料
の
存
在
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
、
但
し
安
易
な
典
拠
論

に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
警
戒
し
つ
つ
、
『
建
武
年
中
行
事
』
本
文
の
検
討
を
進

め
て
行
こ
う
と
思
う
。

冒
頭
の
式
日
規
定
に
続
い
て
儀
式
次
第
の
最
初
に
掲
げ
ら
れ
る
の
は
、
除
目

当
日
、
早
朝
の
清
涼
殿
に
お
け
る
蔵
人
方
の
作
業
で
あ
る
。

そ
の
日
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
頭
已
下
五
位
蔵
人
、
お
の
〓
申
文
そ
う
す
。

ま
づ
内
覧
、
そ
の
の
ち
朝
餉
に
て
奏
聞
。
叙
位
に
か
は
ら
ず
。
石
灰
の
壇

に
て
こ
れ
を
え
ら
ぶ
。
な
ん
な
き
文
ど
も
撰
び
と
ゝ
の
へ
て
、
短
冊
つ
け
、

袖
が
き
し
て
、
硯
の
筥
の
ふ
た
に
つ
む
。

蔵
人
は
、
議
定
に
先
立
っ
て
申
文
を
内
覧
・
奏
聞
し
、
清
涼
殿
母
屋
の
昼
御

座
に
て
、
こ
れ
を
選
定
す
る
。
選
定
を
了
え
た
申
文
は
、
申
請
内
容
の
種
類
に
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よ
り
、
結
緒
に
そ
の
旨
を
記
し
た
短
冊
を
付
け
、
あ
る
い
は
、
巻
い
た
文
の
外

側
に
直
接
「
袖
書
」
　
と
し
て
書
き
記
し
、
硯
筥
の
蓋
に
積
む
。

当
年
給
二
合
・
名
替
・
国
替
・
任
符
返
上
・
所
々
の
奏
な
ど
、
短
冊
を
つ

く
。
親
王
巡
給
と
い
ふ
は
、
四
五
代
に
て
も
、
　
代
々
を
一
代
づ
つ
一
年
に

あ
て
ゝ
め
ぐ
り
て
、
　
つ
か
さ
を
給
ふ
な
り
。
こ
れ
ま
た
、
　
短
冊
を
つ
く
。

外
記
・
史
・
靱
負
の
尉
を
申
す
、
又
短
冊
な
り
。
こ
の
外
、
内
給
・
臨
時

給
、
　
二
合
し
て
京
官
を
申
す
ふ
ぜ
い
、
皆
袖
が
き
な
り
。
六
府
の
か
み
の

う
け
文
同
じ
。
六
位
の
蔵
人
、
目
録
を
か
き
て
硯
の
ふ
た
に
く
は
ふ
る
な
り
。

＊
　
「
親
王
巡
給
」
‖
『
群
書
類
従
』
本
「
親
王
巡
行
」
。

『
新
訂
建
武
年
中
行
事
註
解
』
　
に
拠
り
改
め
る
。
以
下
同
。

続
い
て
、
清
涼
殿
東
廂
の
装
束
に
奉
仕
す
る
。
刻
限
に
至
れ
ば
、
陣
座
に
控

え
る
大
臣
公
卿
に
、
天
皇
の
召
し
を
伝
え
る
。

御
殿
の
御
装
束
、
　
叙
位
に
同
じ
。
円
座
三
枚
を
敷
て
、
左
右
内
大
臣
の
座

を
ま
う
く
。
時
刻
に
、
大
臣
已
下
、
陣
の
座
に
候
よ
し
を
き
こ
し
め
し
て
、

こ
れ
を
召
す
。

こ
こ
ま
で
が
、
裏
方
た
る
蔵
人
に
よ
っ
て
事
前
に
な
さ
れ
る
議
定
の
準
備
作

業
、
及
び
幕
開
け
の
作
業
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
大
臣
公
卿
が
陣
座
を
立

ち
、
弓
場
で
威
儀
を
正
し
た
後
、
位
次
に
従
っ
て
御
前
に
参
上
す
る
こ
と
に
な

る
の
だ
が
、
　
本
文
で
は
、
そ
の
間
の
事
は
叙
位
に
同
じ
と
し
て
、
大
臣
以
下
の

作
法
の
詳
細
を
全
て
省
略
し
て
い
る
。

大
臣
公
卿
層
の
手
に
な
る
儀
式
書
や
日
記
の
類
で
は
、
叙
位
議
・
除
目
当
日

の
次
第
を
記
す
の
に
、
大
臣
以
下
の
陣
座
着
座
を
以
て
始
め
る
の
が
一
般
的
で

あ
る
。
だ
が
、
『
建
武
年
中
行
事
』
　
に
お
い
て
は
、
　
叙
位
議
・
除
目
と
も
に
、
儀

式
は
、
蔵
人
方
の
奉
仕
の
段
階
か
ら
始
ま
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
直
属

の
蔵
人
が
、
天
皇
の
私
的
居
住
空
間
た
る
昼
御
座
で
申
文
を
選
定
し
、
御
前
に

お
け
る
議
定
の
場
を
設
営
し
、
そ
う
し
た
準
備
作
業
を
了
え
た
後
、
天
皇
の
意

を
帯
び
て
大
臣
公
卿
を
召
す
。
大
臣
公
卿
の
動
き
が
次
第
に
登
場
す
る
の
は
、

さ
ら
に
そ
の
後
の
こ
と
と
な
る
。
召
し
を
受
け
た
大
臣
公
卿
が
御
前
に
参
上
し

て
、
　
議
定
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
次
第
の
立
て
方
は
、
公
卿
の
視
点

で
は
な
く
、
天
皇
主
体
の
視
点
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
点
に
つ
い

（2）

て
は
、
前
稿
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
〓
冤
翼
抄
』
の
項
目
立
て
に
見
ら
れ

る
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
『
〓
冤
翼
抄
』
は
、
項
目
毎
に
簡
単
な
説
明
を
付
す
と

い
う
形
式
を
と
る
も
の
だ
が
、
そ
の
項
目
の
特
に
前
半
部
分
に
つ
い
て
は
、
　
実

施
の
際
の
便
宜
を
慮
っ
て
か
、
原
則
と
し
て
日
時
の
経
過
に
沿
っ
た
排
列
が
な

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
ま
ず
「
式
月
事
」
　
以
下
で
春
除
目
の
日
程

に
つ
い
て
記
し
、
「
御
修
法
事
」
　
「
奉
行
人
事
」
　
及
び
　
「
執
筆
仁
事
」
　
以
下
に
、

前
日
ま
で
に
な
す
べ
き
諸
手
配
や
当
事
者
の
心
得
を
述
べ
る
。
そ
れ
か
ら
除
目

当
日
の
次
第
に
つ
い
て
各
々
項
目
を
立
て
て
注
意
事
項
を
説
く
。
そ
の
後
に
か

な
り
の
紙
幅
を
割
い
て
、
任
官
の
種
目
や
特
殊
な
用
語
を
並
べ
挙
げ
、
解
説
を

施
す
の
で
あ
る
。

今
、
『
〓
冤
翼
抄
』
　
の
除
目
当
日
、
　
議
定
以
前
の
次
第
に
相
当
す
る
部
分
か

ら
、
項
目
の
み
を
抜
き
出
し
、
原
文
を
訓
み
下
し
た
上
で
、
排
列
の
順
序
の
ま

ま
に
連
ね
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

当
日
旦
、
蔵
人
申
文
を
内
覧
す
、
次
で
奏
聞
｜
申
文
を
規
定
し
、
御
硯

筥
の
蓋
に
積
む
事
｜
御
装
束
に
奉
仕
の
事
｜
「
召
し
仰
せ
の
事
｜
議

所
に
着
く
事
｜
諸
卿
を
召
す
事
｜
筥
文
を
仰
す
る
詞
の
事
　
｜
　
筥
文

を
取
る
人
の
事

早
朝
の
清
涼
殿
で
の
奉
仕
か
ら
　
「
諸
卿
を
召
す
事
」
　
ま
で
、
時
間
軸
は
、
ほ

ぼ
完
全
に
蔵
人
の
所
作
に
沿
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
例
外
は
「
議
所
に
着
く

事
」
　
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
大
臣
以
下
が
陣
座
か
ら
議
所
に
座
を
移
し
て
召
し

を
待
つ
と
い
う
本
儀
を
用
い
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
次
の
　
「
諸
卿
を
召
す
事
」

四
九
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を
行
う
べ
き
場
が
異
な
っ
て
来
る
た
め
、
特
に
念
を
押
し
た
と
い
う
体
の
も
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
後
、
「
筥
文
を
仰
す
る
詞
の
事
」
以
下
が
、
召
し
に
応

じ
て
御
前
に
向
か
う
大
臣
公
卿
の
所
作
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
項
目
の
立
て
方
は
、
大
臣
公
卿
の
側
で
は
な
く
、
天
皇
及
び
蔵
人

の
側
か
ら
次
第
の
流
れ
を
捉
え
る
視
点
を
前
提
と
し
て
、
初
め
て
成
り
立
つ
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
『
〓
冤
翼
抄
』
は
、
議
定
以
前
の
次
第
に
関
し
て
、

『
建
武
年
中
行
事
』
と
同
様
の
視
点
を
備
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

但
し
、
具
体
的
な
蔵
人
作
法
に
対
す
る
関
心
の
程
度
は
、
両
者
の
間
に
か
な

り
の
隔
た
り
が
あ
る
。
例
え
ば
、
『
建
武
年
中
行
事
』
で
は
、
先
掲
の
本
文
に
見

た
通
り
、
蔵
人
が
選
定
を
了
え
た
申
文
を
仕
分
け
し
て
硯
筥
の
蓋
に
積
む
際
の

作
法
を
、
短
冊
を
付
け
る
も
の
、
袖
書
を
す
る
も
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
例
を
挙
げ

て
念
入
り
に
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『
〓
冤
巽
抄
』
の
「
申
文
を
撰
定
し
、
御

硯
筥
の
蓋
に
積
む
事
」
の
項
に
は
、
目
録
を
添
え
る
旨
の
注
記
が
あ
る
の
み
で
、

作
法
に
関
わ
る
解
説
は
一
切
な
く
、
ま
た
、
別
の
箇
所
に
項
目
を
立
て
て
補
う

と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
つ
ま
り
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
場
合
、
蔵
人
の
所
作

に
沿
っ
た
次
第
は
、
蔵
人
作
法
へ
の
関
心
と
一
体
の
も
の
と
し
て
あ
る
の
だ
が
、

『
〓
冤
翼
抄
』
で
は
、
蔵
人
作
法
そ
の
も
の
に
、
そ
れ
ほ
ど
重
き
を
置
い
て
い
な

（3）

い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
隔
た
り
は
、
お
そ
ら
く
両
書
の
目
的

意
識
の
違
い
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
〓
菟
翼
抄
』
元
享
二
年
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
そ
の
原
本
は
、
師
継
が
一
門
の

子
弟
等
に
教
示
の
た
め
編
ん
だ
も
の
で
、
師
賢
は
こ
れ
を
「
為
二
執
筆
之
人
一
最

要
」
と
認
め
て
抄
出
し
た
と
い
う
。
こ
の
奥
書
は
、
師
賢
の
『
〓
冤
翼
抄
』
編

纂
の
目
的
が
那
辺
に
あ
っ
た
か
を
推
測
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
。
つ
ま
り
、
抄

出
に
際
し
て
の
彼
の
心
積
も
り
は
、
何
よ
り
も
執
筆
作
法
の
書
を
編
む
と
い
う

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
ま
た
当
事
は
、
執
筆
に
必
要
な
基
礎
的

知
識
や
心
得
を
極
め
て
合
理
的
・
実
務
的
に
網
羅
し
て
お
り
、
全
般
的
な
内
容

五
〇

（4）

か
ら
見
て
も
、
執
筆
作
法
の
書
と
称
す
る
に
相
応
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

蔵
人
の
所
作
に
沿
っ
た
次
第
構
成
が
、
原
本
の
段
階
で
既
に
用
意
さ
れ
て
い

た
も
の
か
、
師
賢
の
独
自
の
判
断
に
よ
る
も
の
か
は
明
ら
か
に
し
難
い
が
、
可

能
性
と
し
て
は
、
前
者
の
方
が
あ
り
得
る
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
原
本
の

編
者
で
あ
る
内
大
臣
師
継
は
蔵
人
頭
の
経
歴
を
経
て
お
り
、
執
筆
作
法
の
み
な

（5）

ら
ず
、
蔵
人
方
の
執
務
内
容
に
も
十
分
に
通
じ
て
い
た
。
前
途
あ
る
一
門
子
弟

の
た
め
の
書
で
あ
れ
ば
、
大
臣
家
の
家
記
と
い
え
ど
も
、
大
臣
職
以
外
に
ま
で

目
配
り
を
利
か
せ
た
形
の
次
第
が
記
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ほ
ど
不
思

議
は
な
い
。
項
目
の
み
で
具
体
的
な
説
明
の
な
い
蔵
人
方
の
仕
事
に
つ
い
て
も
、

原
本
で
は
、
そ
れ
な
り
の
解
説
が
施
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ぬ
の
で
あ
る
。

一
方
、
執
筆
作
法
の
書
を
編
む
と
い
う
師
賢
の
意
図
か
ら
す
る
と
、
全
篇
の

内
容
的
な
充
実
と
は
別
に
、
蔵
人
の
奉
仕
に
始
ま
る
一
連
の
項
目
に
限
っ
て
は
、

あ
ま
り
似
つ
か
わ
し
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
抄
出
に
際
し
て
、
多
少
と

も
取
捨
選
択
の
手
は
入
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
内
容
や
体
裁
が
原
本
か
ら

大
き
く
逸
脱
す
る
よ
う
な
こ
と
は
考
え
難
い
。
せ
い
ぜ
い
が
、
項
目
の
軽
重
に

裁
量
を
加
え
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

や
は
り
、
件
の
次
第
構
成
は
師
賢
の
発
案
で
は
な
く
、
も
と
も
と
原
本
に
用
意

さ
れ
て
い
た
も
の
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

『
建
武
年
中
行
事
』
本
文
の
特
徴
を
掴
む
た
め
の
比
較
を
行
う
つ
も
り
が
、
『
〓

冤
翼
抄
』
固
有
の
問
題
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
、
や
や
深
追
い
が
過
ぎ
た
よ
う
だ
。

議
定
以
前
の
次
第
の
捉
え
方
に
つ
い
て
、
両
書
の
間
に
は
共
通
点
が
あ
る
。
そ

れ
だ
け
を
確
認
し
て
、
先
に
進
む
こ
と
と
す
る
。
『
〓
冤
翼
抄
』
成
立
の
事
情
に

つ
い
て
、
詳
細
を
知
る
こ
と
は
到
底
望
み
得
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
公

卿
層
の
手
に
な
る
除
目
関
係
の
書
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
次
第
の
捉
え
方
は
珍

し
く
、
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
と
思
う
。

さ
て
、
大
臣
以
下
が
御
前
に
参
上
す
る
と
、
議
定
が
始
ま
る
。
だ
が
、
三
夜
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に
わ
た
る
議
定
の
全
体
像
を
速
や
か
に
理
解
す
る
こ
と
は
、
大
変
難
し
い
。
そ

こ
で
、
本
文
の
具
体
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
『
建
武
年
中
行
事
』
に
お
け
る
議

定
の
次
第
構
成
を
予
め
俯
瞰
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

〈
第
一
夜
〉

大
臣
着
座
。
闕
官
帳
を
奏
す
　
｜
　
大
間
を
〓
り
、
墨
を
磨
り
筆
を
染
む
｜

内
竪
所
を
任
ず
　
｜
　
院
宮
申
文
を
召
し
、
奏
す
。
こ
の
間
、
硯
筥
の
申
文

を
下
す
｜
内
豎
所
の
残
り
を
任
じ
、
　
校
書
殿
・
大
舎
人
・
進
物
所
を
任

ず
｜
内
給
及
び
院
宮
・
公
卿
の
当
年
給
を
任
ず
。
二
合
及
び
未
給
・
名

替
・
国
替
の
申
文
に
端
書
き
し
、
　
外
記
に
下
勘
す
　
｜
　
大
間
を
巻
き
封
じ
、

成
柄
を
紙
縒
で
結
う
｜
筥
文
を
撤
す
｜
蔵
人
、
火
櫃
を
置
き
勧
盃
（
始

め
の
方
に
あ
り
）

〈
第
二
夜
〉

（
昨
日
の
儀
に
同
じ
）
　
｜
大
間
等
の
筥
を
下
す
｜
大
間
を
〓
り
、
墨

を
磨
る
　
｜
　
昨
夜
下
勘
の
申
文
を
任
ず
。
今
夜
の
申
文
に
袖
事
し
下
勘
す

｜
火
櫃
・
勧
盃
　
（
昨
日
に
同
じ
）
　
｜
顕
官
挙
｜
大
間
を
奏
す

〈
第
三
夜
〉

（
昨
日
の
儀
に
同
じ
）
　
｜
昨
夜
下
勘
の
申
文
を
任
ず
　
｜
　
転
任
・
宿
官
・

兼
国
の
勘
文
を
任
ず
｜
受
領
挙
　
｜
　
滝
口
・
所
衆
の
労
帳
等
、
　
京
官
を

任
ず
｜
勅
任
を
任
ず
｜
大
間
に
日
付
を
入
れ
、
奏
聞
す
　
｜
　
成
文
を

結
い
固
め
て
墨
を
付
く

こ
の
次
第
構
成
は
、
『
西
宮
記
』
『
北
山
抄
』
『
江
家
次
第
』
等
の
先
行
儀
式
書

や
、
『
殿
暦
』
『
玉
葉
』
等
の
日
記
類
と
比
較
し
た
場
合
、
任
官
の
種
目
に
一
部

省
略
が
あ
る
こ
と
を
別
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。
ち
な
み
に
『
江
家
次
第
』
　
は
、
第
三
夜
の
冒
頭
に
　
「
今
夜
被
レ
叙
〔
任
イ
〕

者
無
レ
定
、
唯
随
レ
当
任
レ
之
也
」
と
記
し
、
当
夜
に
つ
い
て
は
任
官
次
第
に
特
に

決
ま
り
は
な
い
と
す
る
。
ま
た
『
西
宮
記
』
『
北
山
抄
』
は
、
終
り
近
く
に
顕
官

挙
や
受
頷
挙
等
の
あ
る
こ
と
を
特
筆
す
る
他
は
、
特
に
日
程
的
な
区
切
り
を
設

け
て
い
な
い
。

議
定
以
前
に
つ
い
て
は
、
天
皇
直
属
の
蔵
人
作
法
を
中
心
と
す
る
次
第
構
成

に
、
大
臣
公
卿
で
は
な
く
天
皇
を
主
体
と
す
る
視
点
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

た
。
だ
が
、
天
皇
と
大
臣
公
卿
と
が
同
座
す
る
議
定
に
つ
い
て
、
そ
の
次
第
構

成
に
際
立
っ
た
特
徴
が
現
れ
る
可
能
性
は
、
も
と
よ
り
低
い
。
『
建
武
年
中
行

事
』
　
の
場
合
も
、
一
般
的
な
次
第
の
組
み
立
て
方
が
前
提
に
あ
っ
て
、
そ
の
上

で
、
任
官
次
第
の
一
部
省
略
等
、
個
別
の
選
択
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
従
っ
て
、
以
下
に
議
定
の
記
事
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
個
々

の
次
第
が
ど
の
よ
う
な
形
で
提
示
さ
れ
る
か
、
記
述
の
力
点
が
ど
こ
に
置
か
れ

て
い
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
、
特
に
注
意
し
て
見
て
行
く
こ
と
と
し
た
い
。

上
達
部
、
御
前
の
座
に
つ
き
ぬ
れ
ば
、
こ
な
た
に
と
仰
せ
ら
る
ゝ
に
つ
き

て
、
大
臣
円
座
に
つ
く
。
次
の
大
臣
二
人
、
同
じ
く
円
座
に
つ
く
。
と
く

と
仰
せ
ら
る
ゝ
時
、
闕
官
帳
〔
官
の
闕
ど
も
を
し
る
し
た
り
〕
　
を
奏
す
。

十
年
労
を
奏
す
る
が
ご
と
し
。
こ
れ
は
正
権
官
二
巻
あ
る
な
り
。

第
一
夜
。
御
前
の
座
に
着
い
た
大
臣
は
、
天
皇
の
命
に
よ
り
執
筆
の
円
座
に

着
き
、
こ
こ
に
議
定
が
開
始
す
る
。
ま
ず
天
皇
が
、
正
官
・
権
官
各
々
の
欠
員

を
記
し
た
二
巻
の
　
「
闕
官
帳
」
　
を
確
認
す
る
。
闕
官
帳
奏
寛
の
執
筆
作
法
は
、

叙
位
議
の
冒
頭
に
　
「
十
年
労
帳
」
　
を
奏
す
る
際
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
。

闕
官
帳
の
奏
覧
を
了
え
る
と
、
執
筆
は
、
大
間
を
〓
り
、
墨
を
磨
り
筆
を
染

め
て
、
任
官
名
簿
作
成
の
準
備
を
整
え
る
。
本
文
で
は
、
こ
の
間
の
執
筆
作
法

に
関
す
る
説
明
は
極
め
て
詳
細
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
次
第
の
流
れ
が
多
少
前

後
す
る
結
果
と
も
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
間
の
作
法
を
記
し
た
後
、
一
旦

大
臣
着
座
に
遡
っ
て
そ
の
作
法
を
説
き
、
　
再
び
墨
を
磨
る
作
法
へ
と
戻
る
の
で

あ
る
。
以
下
し
ば
ら
く
、
そ
の
記
述
を
見
て
行
く
。

仰
に
よ
り
て
墨
を
す
り
等
を
そ
め
大
間
を
く
る
。
硯
の
は
こ
の
下
の
方
に
、

五
一
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よ
こ
ざ
ま
に
あ
る
を
、
か
け
が
み
を
引
て
ま
き
て
、
大
間
の
跡
に
お
き
て
、

大
間
を
硯
の
北
に
お
き
て
、
左
の
あ
し
を
に
が
し
て
こ
れ
を
く
る
。
丑
寅
・

未
申
ざ
ま
に
く
る
な
り
。

「
大
間
」
　
（
大
間
書
）
　
は
、
闕
官
を
列
挙
し
た
巻
物
で
、
決
定
し
た
任
人
の
名

を
こ
れ
に
書
き
入
れ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
ま
ず
、
巻
物
を
広
げ
て

折
り
畳
ん
だ
状
態
に
す
る
の
で
あ
る
。
「
大
間
を
〓
る
」
　
と
い
う
こ
の
所
作
は
、

執
筆
作
法
の
中
で
も
、
故
実
を
伴
っ
て
殊
に
重
視
さ
れ
る
も
の
の
一
で
あ
っ
た
。

本
文
の
言
う
と
こ
ろ
で
は
、
　
大
間
は
硯
筥
の
中
、
手
前
の
方
に
納
め
ら
れ
て
お

り
、
取
り
除
い
た
懸
紙
は
細
く
巻
い
て
元
の
位
置
に
戻
し
て
お
く
。
執
筆
は
、

片
膝
を
折
り
、
も
う
一
方
の
足
を
座
下
に
逃
が
し
た
姿
勢
で
、
座
上
に
向
け
て

大
間
を
〓
っ
て
行
く
と
い
う
。

く
り
様
筆
に
あ
ら
は
し
が
た
け
れ
ど
、
大
間
の
は
し
を
二
尺
ば
か
り
ひ
ろ

げ
て
、
文
み
る
様
に
、
上
下
の
は
し
を
ひ
き
て
、
お
く
を
う
つ
ぶ
し
に
な

し
て
、
と
り
か
へ
し
て
か
へ
す
と
こ
ろ
、
を
り
目
つ
く
べ
き
を
、
ゆ
び
し

て
と
ら
へ
て
、
ま
き
た
る
方
を
ひ
き
と
り
つ
れ
ば
、
ま
た
を
り
目
つ
く
べ

き
と
こ
ろ
に
あ
て
が
ひ
て
、
あ
ふ
の
け
て
、
　
ま
き
た
る
と
こ
ろ
を
う
へ
に

お
く
。
さ
て
、
　
奥
を
ば
折
り
つ
け
て
、
は
し
を
ば
ふ
と
ま
き
た
る
を
、
返

様
に
す
れ
ば
、
右
の
を
り
目
お
さ
る
ゝ
な
り
。
か
や
う
に
く
り
お
き
て
、

奥
を
ば
い
さ
ゝ
か
の
こ
し
て
、
馬
つ
か
さ
な
ど
の
ほ
ど
に
ま
き
て
、
　
下
へ

お
し
入
て
、
　
軸
代
と
す
。
端
二
三
枚
は
か
ね
て
、
を
り
目
を
つ
く
る
こ
と

も
あ
り
。

大
間
の
〓
り
様
に
つ
い
て
は
、
「
筆
に
あ
ら
は
し
が
た
け
れ
ど
」
　
と
あ
る
通

り
、
元
来
が
、
文
字
に
表
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
実
技
を
伴
わ
ず
に
、
　
直
ち
に
理

解
で
き
る
類
の
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
本
文
の
説
明
自
体
も
、
な
か
な
か
に
読

み
取
り
に
く
い
の
で
あ
る
が
、
　
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。

巻
い
た
大
間
を
二
尺
ほ
ど
展
き
、
巻
き
戻
ら
ぬ
よ
う
上
下
の
褄
を
引
き
延
ば
し

五
二

て
お
く
。
右
手
は
端
を
押
さ
え
た
ま
ま
、
左
手
で
巻
い
た
方
を
持
ち
上
げ
、
右

方
に
返
し
つ
つ
床
に
伏
せ
る
。
左
右
の
手
を
持
ち
変
え
た
上
で
、
左
手
の
指
は

折
り
目
に
な
る
所
を
押
さ
え
、
右
手
は
床
に
伏
せ
た
巻
紙
を
引
き
延
ば
す
。
そ

れ
を
ま
た
左
方
に
返
し
て
折
り
目
の
所
ま
で
持
っ
て
行
き
、
左
の
指
で
捉
え
て

お
い
て
、
右
手
で
巻
紙
を
延
べ
つ
つ
重
な
っ
た
部
分
を
押
し
畳
む
よ
う
に
す
れ

ば
、
右
に
も
折
り
目
が
付
く
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
の
で
あ
る
が
、
最
後
の
方
は

少
し
巻
紙
の
ま
ま
に
残
し
、
畳
み
お
い
た
下
に
軸
代
と
し
て
当
て
て
、
任
人
を

書
き
付
け
る
際
の
支
え
と
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
畳
む
寸
法
を
誤
ら
ぬ
よ

う
、
議
定
開
始
よ
り
先
に
、
最
初
の
数
回
分
の
折
り
目
を
付
け
て
お
く
こ
と
も

あ
る
。執
筆
は
、
大
間
を
〓
り
了
え
る
と
、
次
に
は
墨
を
磨
り
筆
を
染
め
る
の
で
あ

る
が
、
本
文
で
は
、
そ
の
間
に
着
座
作
法
の
説
明
が
入
り
込
む
。

そ
も
〓
一
の
大
臣
な
く
て
、
次
の
人
執
筆
に
候
へ
ば
、
先
円
座
に
つ
き

て
、
　
仰
に
よ
り
て
、
執
筆
の
座
に
つ
く
。
下
襲
の
し
り
み
か
へ
り
な
を
さ

ず
。
笏
を
持
ち
な
が
ら
、
か
た
手
に
て
よ
く
〓
く
り
お
く
。
大
か
た
作

法
ご
と
に
用
意
あ
る
べ
し
。
硯
の
水
に
、
か
ね
て
よ
き
酒
入
た
り
。
こ
ほ

ら
せ
じ
の
た
め
な
り
。
仰
に
よ
り
て
墨
を
す
る
。
左
の
手
し
て
硯
の
下
を

抑
へ
て
、
し
ば
ら
く
こ
れ
を
す
る
。
此
間
、
一
会
の
儀
を
思
ひ
つ
づ
く
と

い
へ
り
。
筆
二
な
が
ら
染
め
て
、
よ
き
を
ひ
ち
だ
い
の
上
に
し
さ
し
出
て

お
く
。

執
筆
は
、
原
則
と
し
て
一
の
大
臣
の
役
で
あ
る
。
一
の
大
臣
は
、
御
前
に
昇

る
と
ま
ず
大
臣
の
座
に
着
き
、
　
そ
の
後
、
天
皇
の
召
し
に
応
じ
て
執
筆
の
円
座

に
着
く
。
続
い
て
、
次
々
の
大
臣
も
そ
れ
ぞ
れ
の
円
座
に
進
む
。
だ
が
、
一
の

大
臣
に
支
障
あ
る
時
は
、
次
の
大
臣
が
執
筆
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場

合
は
、
大
臣
の
座
か
ら
直
に
執
筆
の
円
座
に
進
む
の
で
は
な
く
、
一
旦
は
次
の

大
臣
の
円
座
に
着
き
、
　
天
皇
に
再
度
促
さ
れ
て
か
ら
執
筆
の
座
に
着
く
の
で
あ
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る
。
執
筆
は
、
円
座
に
着
く
際
、
振
り
向
い
て
下
襲
の
裾
を
整
え
た
り
し
て
は

な
ら
な
い
。
正
面
に
笏
を
持
っ
た
姿
勢
を
崩
さ
ぬ
よ
う
、
片
手
で
丁
寧
に
畳
ん

で
お
く
よ
う
に
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
執
筆
の
役
を
こ
な
す
た
め
に
は
、
　
次
第
ご
と
作
法
ご
と
に
周

到
な
気
配
り
が
必
要
と
さ
れ
た
。
大
間
を
〓
り
了
え
れ
ば
、
次
に
は
墨
を
磨
り

筆
を
試
す
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
次
第
に
つ
い
て
も
、
寒
夜
に
水
が
凍
ら
ぬ
よ

う
、
予
め
硯
筥
の
水
瓶
に
酒
を
入
れ
て
お
く
と
い
う
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
の

（6）

で
あ
る
。
ゆ
っ
く
り
と
墨
を
磨
る
間
、
　
執
筆
は
、
大
役
を
恙
な
く
果
た
せ
る
よ

う
に
と
念
じ
つ
つ
、
当
夜
の
次
第
・
作
法
を
心
中
に
復
唱
す
る
も
の
ら
し
い
。

そ
の
後
、
用
意
さ
れ
た
二
本
の
筆
の
穂
先
を
墨
に
浸
し
、
筆
台
に
置
く
。
こ
の

時
、
良
い
方
の
筆
を
選
ん
で
、
先
を
筆
台
の
端
か
ら
出
す
よ
う
に
し
て
お
く
。

こ
の
辺
り
、
大
間
の
〓
り
様
の
煩
〓
な
解
説
か
ら
、
ふ
と
執
筆
作
法
全
般
の

複
雑
多
岐
に
思
い
が
及
び
、
墨
を
磨
り
筆
を
染
め
る
と
い
う
次
の
所
作
に
進
む

前
に
、
　
遡
っ
て
着
座
の
作
法
に
も
触
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
口
述
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
文
体
は
『
建
武
年
中
行
事
』
　
の
特
徴
で
あ
る

が
、
こ
こ
も
、
独
特
の
調
子
が
発
揮
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
と
言
え
る
。
執
筆
作

法
の
厳
し
さ
に
対
す
る
特
別
な
関
心
は
、
「
大
か
た
作
法
ご
と
に
用
意
あ
る
べ

し
。
」
と
い
う
改
ま
っ
た
一
文
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
特
別
な
関
心
が

先
に
あ
っ
て
、
一
旦
通
過
し
た
は
ず
の
着
座
の
場
面
が
呼
び
起
こ
さ
れ
、
　
さ
ら

に
、
　
硯
の
作
法
に
関
す
る
念
入
り
な
説
明
に
ま
で
繋
が
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

中
に
、
墨
を
磨
る
所
作
に
関
し
て
　
「
此
間
、
一
会
の
儀
を
思
ひ
つ
づ
く
と
い

へ
り
。
」
と
い
う
文
が
あ
る
。
大
役
に
臨
む
当
事
者
の
張
り
つ
め
た
精
神
を
表
す

よ
う
な
作
法
で
あ
る
が
、
一
文
の
趣
旨
も
、
こ
う
し
た
作
法
故
実
が
あ
る
と
い

う
こ
と
以
上
に
、
体
験
者
の
み
の
知
る
緊
張
感
を
伝
え
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に

あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
伝
聞
調
の
語
り
口
だ
け
で
な
く
文
脈
か
ら
し
て
も
、

そ
の
よ
う
な
読
み
方
は
十
分
可
能
で
あ
る
と
思
う
。

こ
う
し
て
名
簿
作
成
の
体
勢
が
整
う
と
、
い
よ
い
よ
任
官
に
入
る
。
除
目
の

議
で
は
、
三
夜
を
通
し
て
卑
官
よ
り
高
官
へ
と
、
順
次
決
定
し
て
行
く
の
が
原

則
で
あ
る
。
最
初
に
四
所
籍
を
任
ず
る
。
内
豎
所
・
枝
書
殿
・
大
舎
人
・
進
物

所
の
宮
人
を
、
年
労
に
よ
り
諸
国
の
掾
・
目
に
任
ず
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
こ

の
間
に
、
院
宮
申
文
を
奏
覧
し
、
硯
筥
の
申
文
を
下
す
と
い
う
次
第
が
、
必
ず

組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

「
四
所
籍
」
　
は
、
　
内
豎
所
以
下
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
一
定
の
任
官
枠
を
設
け

た
も
の
で
、
も
と
は
椙
片
の
籤
一
枚
ご
と
に
佳
人
を
記
し
た
も
の
ら
し
い
。
例

え
ば
内
豎
所
で
あ
れ
ば
総
籍
数
十
二
。
　
各
々
　
「
頭
」
　
「
散
位
」
　
「
天
暦
」
　
「
奏
時
」

な
ど
と
い
っ
た
籍
名
を
持
ち
、
籍
に
よ
っ
て
、
毎
年
任
ず
る
、
輪
転
し
て
任
ず

（7）

る
等
の
決
ま
り
が
あ
る
。
従
っ
て
、
四
所
籍
を
任
ず
る
際
、
執
筆
に
は
、
任
国

の
先
例
そ
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
に
心
得
て
お
く
べ
き
事
柄
が
あ
っ
た
。
『
〓
冤
翼

抄
』
　
で
は
、
任
国
を
暗
記
し
き
れ
ぬ
時
の
用
意
に
、
カ
ン
ニ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー

（8）

の
携
帯
を
提
案
し
て
い
る
ほ
ど
だ
。
だ
が
「
建
武
年
中
行
事
』
　
の
本
文
は
、
そ

う
し
た
事
柄
は
一
切
無
視
し
て
、
専
ら
、
院
宮
申
文
と
硯
筥
の
申
文
に
関
わ
る

天
皇
作
法
の
記
述
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
、
そ
の
具
体
的
な
様
子
を

見
る
。
さ
て
内
豎
所
の
労
帳
を
取
り
て
、
次
第
に
こ
れ
を
任
ず
。
院
宮
の
御
申
文

と
り
に
つ
か
は
さ
ん
と
奏
す
。
御
気
色
あ
り
て
、
参
議
一
人
を
め
し
て
こ

れ
を
仰
す
。
こ
の
あ
い
だ
、
硯
の
は
こ
の
申
文
を
下
さ
る
。
関
白
給
て
前

に
お
く
。
関
白
候
は
ぬ
を
り
は
、
蔵
人
に
紙
ひ
ね
り
め
し
て
、
大
束
に
ゆ

ひ
て
こ
れ
を
い
だ
す
〔
は
こ
の
ふ
た
い
だ
さ
ず
〕
。
大
臣
、
硯
已
下
を
南
へ

押
し
や
り
て
、
　
す
ゝ
み
て
た
ま
は
る
。
闕
官
帳
の
如
し
。

内
豎
所
二
・
三
人
を
任
じ
た
所
で
、
執
筆
は
天
皇
の
許
可
を
得
て
参
議
を
召

し
、
院
宮
当
年
給
の
申
文
を
取
り
に
遣
る
。
参
議
の
帰
参
を
待
つ
間
に
、
天
皇

が
硯
筥
の
申
文
を
関
白
に
下
す
。
「
硯
筥
の
申
文
」
　
（
硯
の
蓋
の
申
文
）
　
は
、
当

五
三
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日
早
朝
、
蔵
人
に
よ
る
選
定
を
経
て
、
短
冊
を
付
け
袖
書
を
施
さ
れ
た
内
給
・

公
卿
当
年
給
・
未
給
・
名
替
・
国
替
等
の
申
文
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
四
所
籍

が
終
了
す
る
ま
で
関
白
が
預
か
り
置
き
、
任
ず
る
段
に
な
っ
て
か
ら
執
筆
に
取

り
次
ぐ
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
関
白
が
不
在
で
あ
れ
ば
、
天
皇
は
申
文
を
硯
筥

の
蓋
か
ら
取
り
出
し
、
大
東
に
束
ね
て
紙
稔
で
結
び
、
直
に
執
筆
に
下
す
の
で

あ
る
と
い
う
。
そ
の
場
合
に
は
、
執
筆
は
、
闕
宮
帳
を
奏
覧
の
後
に
返
し
賜
る

際
と
同
様
の
作
法
で
、
申
文
を
受
け
取
る
。

参
議
、
御
中
文
ど
も
持
て
参
て
大
臣
に
つ
く
。
お
ほ
け
れ
ば
、
二
三
通
の

外
ふ
と
こ
ろ
に
も
つ
。
大
臣
こ
れ
を
奏
す
。
お
の
〓
か
け
紙
ひ
き
て
返

し
給
。
も
し
わ
ろ
き
事
な
ど
あ
れ
ば
、
う
ち
に
と
ゞ
む
。
大
臣
給
て
座
に

つ
く
。
こ
の
あ
い
だ
、
筥
ど
も
な
ほ
さ
ぬ
程
に
、
申
文
を
下
す
。
関
白
候

は
ぬ
を
り
は
、
こ
の
程
よ
き
な
り
。

参
議
が
院
宮
申
文
を
持
参
す
る
と
、
執
筆
は
こ
れ
を
簾
中
に
進
め
る
。
天
皇

は
、
申
文
を
開
封
し
て
中
を
あ
ら
た
め
、
不
採
用
と
判
断
し
た
も
の
を
除
い
て
、

執
筆
に
返
す
。

と
こ
ろ
で
、
硯
筥
の
申
文
を
下
す
の
は
、
先
に
見
た
如
く
院
宮
申
文
の
持
参

を
待
つ
間
に
と
い
う
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
ま
た
、
院
宮
申
文
を
天

（9）

皇
が
覧
じ
了
え
て
執
筆
に
返
し
下
す
つ
い
で
に
、
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
本

文
で
は
、
後
者
の
ケ
ー
ス
を
も
紹
介
し
て
い
る
。
「
こ
の
あ
い
だ
、
筥
ど
も
な
ほ

さ
ぬ
程
に
、
申
文
を
下
す
。
」
と
あ
る
の
が
、
　
そ
れ
で
あ
る
。

執
筆
が
院
宮
申
文
を
奏
す
る
際
に
は
、
座
の
前
に
置
か
れ
た
硯
以
下
、
次
々

の
筥
を
脇
に
押
し
遣
っ
て
か
ら
、
御
簾
の
下
に
進
む
。
申
文
を
返
し
賜
り
、
本

座
に
帰
れ
ば
、
ま
た
硯
以
下
を
定
位
置
に
戻
す
。
闕
官
帳
の
奏
覧
を
始
め
、
天

皇
に
文
書
を
進
上
し
、
賜
る
に
際
し
て
は
、
そ
の
都
度
こ
う
し
た
所
作
を
要
す

る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
も
し
関
白
が
不
在
で
あ
れ
ば
、
執
筆
は
硯
筥
の
申
文

を
賜
る
の
に
硯
以
下
を
移
動
さ
せ
、
さ
ら
に
院
宮
申
文
の
奏
覧
に
お
い
て
も
件

五
四

の
面
倒
な
手
続
き
を
繰
り
返
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
天
皇
が
院
宮
申

文
を
返
す
際
、
時
を
措
か
ず
に
硯
筥
の
申
文
を
も
下
す
こ
と
に
す
れ
ば
、
執
筆

の
手
間
は
省
か
れ
、
何
よ
り
時
間
が
節
約
で
き
る
。
「
関
白
候
は
ぬ
を
り
は
、
こ

の
程
よ
き
な
り
。
」
と
は
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

内
豎
の
の
こ
り
奏
し
、
枝
籍
悉
く
は
て
、
校
書
殿
・
大
舎
人
・
進
物
所
み

な
し
を
は
り
ぬ
。
或
は
大
舎
人
・
校
書
殿
・
進
物
所
ど
も
な
す
、
内
給
・

院
宮
御
給
な
ど
、
次
第
に
な
る
べ
き
を
硯
の
右
に
置
き
て
こ
れ
を
な
す
。

当
年
給
も
同
じ
。
二
合
は
、
二
合
の
年
を
か
ん
が
ふ
べ
し
と
端
に
か
く
。

未
給
・
名
替
・
国
替
、
合
不
を
か
ん
が
ふ
べ
し
と
書
て
、
参
議
を
め
し
て

外
記
に
下
す
。

＊
　
「
或
は
」
‖
『
群
書
類
従
』
本
「
式
は
」

院
宮
申
文
を
奏
覧
し
、
硯
筥
の
申
文
が
下
さ
れ
る
と
、
中
断
し
て
い
た
四
所

籍
を
再
開
す
る
。
四
所
籍
が
終
わ
れ
ば
、
次
に
は
、
申
文
に
よ
り
諸
国
の
掾
・

目
を
任
ず
る
。
ま
ず
、
内
給
と
院
宮
・
公
卿
の
当
年
給
と
を
任
ず
る
。

こ
の
間
、
執
筆
は
、
硯
筥
の
申
文
の
う
ち
か
ら
、
二
合
及
び
未
給
・
名
替
・

国
替
等
、
条
件
の
適
否
を
質
す
必
要
の
あ
る
も
の
を
選
び
取
り
、
申
請
内
容
に

応
じ
て
各
々
勘
申
す
べ
き
旨
の
端
書
き
を
加
え
、
外
記
に
下
す
。
執
筆
に
よ
る

端
書
き
を
「
袖
書
」
と
称
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
予
め
蔵
人
に
よ
っ

て
内
給
・
臨
時
給
等
の
申
文
の
外
側
に
記
さ
れ
た
神
事
と
は
別
物
で
あ
り
、
執

筆
が
当
座
に
申
文
を
披
き
見
て
、
そ
の
必
要
あ
る
も
の
を
選
び
出
し
、
内
側
の

（10）

端
に
書
く
の
で
あ
る
。
外
記
に
下
し
た
申
文
は
、
勘
上
を
待
っ
て
、
多
く
は
翌

日
の
議
定
に
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

成
る
べ
き
も
の
ど
も
な
し
は
て
ゝ
、
大
間
を
巻
き
て
、
か
け
紙
ま
き
て
、

か
み
ひ
ね
り
し
て
ゆ
ひ
て
墨
を
つ
く
。
大
間
封
じ
て
、
は
こ
の
ふ
た
に
入

る
。
な
り
が
ら
は
、
三
人
ば
か
り
に
な
り
て
、
院
宮
の
御
申
文
の
か
け
紙
、

二
の
は
こ
に
入
つ
る
を
取
て
、
四
に
折
り
て
二
三
や
り
て
、
紙
ひ
ね
り
し



『建武年中行事』雑考（五）

て
こ
れ
を
ゆ
ふ
。
ま
こ
と
に
は
う
る
は
し
き
紙
ひ
ね
り
を
ふ
と
こ
ろ
に
用

意
す
。
ゆ
る
〓
と
ゆ
ひ
て
、
次
第
に
さ
し
て
、
　
は
て
ゝ
の
ち
つ
よ
く
ゆ

ひ
て
、
は
し
を
切
て
墨
を
つ
く
。
大
間
に
入
れ
ぐ
し
て
、
う
ち
へ
ま
ゐ
ら
す
。

今
夜
は
こ
こ
ま
で
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
執
筆
は
、
大
間
を
巻
い
て
懸
紙

を
懸
け
、
紙
稔
の
上
か
ら
墨
で
封
を
す
る
。
次
に
は
、
当
夜
に
任
じ
了
え
た
申

文
　
（
成
文
）
　
を
束
ね
て
封
ず
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
執
筆
作
法
、
即
ち
紙
捻
の

結
び
様
に
つ
い
て
は
説
々
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
口
伝
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い

（1　1）

た
ら
し
い
。
本
文
の
言
う
と
こ
ろ
も
決
し
て
読
み
取
り
易
く
は
な
い
が
、
ま
ず
、

成
文
が
三
通
程
度
に
な
っ
た
ら
、
こ
れ
を
束
ね
て
紙
捻
で
緩
く
結
わ
え
て
お
き
、

そ
れ
に
次
々
の
成
文
を
差
し
込
ん
で
行
っ
て
、
最
後
に
改
め
て
紙
捻
を
強
く
結

び
直
し
、
長
さ
の
余
っ
た
分
だ
け
端
を
切
り
捨
て
、
上
に
墨
を
引
い
て
封
ず
る
、

と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
大
間
や
成
文
を
結
う
た
め
の
紙
稔
は
、
そ
の
場
で
不
用
の
紙
を
裂
い

て
作
る
の
が
本
来
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
形
ば
か
り
の
所
作
で
済
ま
せ
、
前

以
て
懐
中
に
用
意
し
た
も
の
を
用
い
る
。
『
〓
冤
翼
抄
』
　
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、

（12）

当
座
の
煩
を
避
け
、
時
間
を
節
約
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
後
、
大
間
と
成
文
の
束
　
（
成
束
）
　
と
を
筥
に
納
め
、
簾
中
に
進
め
て
、

第
二
夜
の
議
定
が
終
わ
る
。
な
お
本
文
で
は
、
こ
の
他
に
も
、
筥
文
の
撤
去
に

つ
い
て
、
参
読
等
で
な
く
蔵
人
が
奉
仕
す
る
便
法
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら（
13）

に
、
議
定
の
始
め
の
方
に
火
種
・
勧
盃
の
事
が
あ
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
い
る
。

以
上
、
議
定
第
一
夜
の
記
事
を
一
通
り
辿
っ
て
来
た
。
こ
こ
で
は
、
天
皇
作

法
に
対
す
る
関
心
と
執
筆
作
法
に
対
す
る
そ
れ
と
が
、
ほ
ぼ
同
等
の
比
重
を
以

て
括
抗
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
具
体
的
な
表
れ
方
に
つ
い
て
見

る
と
、
両
者
の
扱
い
に
は
、
各
々
一
定
の
志
向
性
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

天
皇
作
法
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
は
、
天
皇
の
特
権
的
な
立
場
が
顕

在
化
す
る
部
分
、
即
ち
、
院
宮
申
文
・
硯
筥
の
申
文
に
関
わ
る
部
分
で
あ
る
。

前
者
は
、
議
定
の
場
に
お
い
て
天
皇
が
開
封
し
選
別
す
る
も
の
。
後
者
は
、
予

め
蔵
人
に
よ
る
選
定
を
経
た
も
の
。
執
筆
作
法
に
関
す
る
記
事
が
、
着
座
の
作

法
・
大
間
の
作
法
あ
る
い
は
紙
捻
の
作
法
等
、
任
官
の
前
後
に
集
中
す
る
の
に

対
し
て
、
院
宮
申
文
・
硯
筥
の
申
文
に
関
す
る
天
皇
作
法
は
、
任
官
手
続
き
の

さ
な
か
に
あ
り
な
が
ら
、
実
質
的
に
、
議
定
第
一
夜
の
中
心
と
な
る
次
第
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
執
筆
作
法
に
対
す
る
興
味
は
、
執
筆
役
に
固
有
の
所
作
や
身
仕
舞
い

と
い
っ
た
も
の
に
大
き
く
傾
い
て
お
り
、
任
国
の
決
ま
り
や
尻
付
の
書
き
分
け

等
、
任
官
名
簿
の
作
成
に
要
す
る
は
ず
の
実
務
的
な
知
識
に
は
、
　
申
文
下
勘
の

た
め
の
端
書
き
の
仕
方
と
い
っ
た
僅
か
な
例
外
を
除
い
て
、
殆
ど
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
。
こ
う
し
た
特
徴
は
、
執
筆
作
法
の
書
と
し
て
編
ま
れ
た
『
〓
冤
翼
抄
』

な
ど
と
比
較
し
た
場
合
に
、
一
層
際
立
っ
て
見
え
る
。
『
〓
冤
翼
抄
』
で
は
、
所

謂
口
伝
故
実
に
属
す
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、
口
伝
を
受
く
べ
し
、
練
習
す
べ
し

な
ど
と
し
て
具
体
的
な
説
明
を
省
く
一
方
、
実
地
に
臨
ん
で
必
要
と
さ
れ
る
知

識
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
紹
介
す
る
と
い
う
姿
勢
が
明
確
で
あ
る
。
だ
が
、
『
建
武
年

中
行
事
』
　
に
登
場
す
る
執
筆
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
　
実
務
を
こ
な
す
能
力

と
は
無
関
係
の
何
物
か
で
あ
る
。
『
建
武
年
中
行
事
』
　
に
と
っ
て
執
筆
作
法
と

は
、
洗
練
さ
れ
た
所
作
で
あ
り
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
緊
張
感
で
あ
り
、
つ
ま

り
は
、
精
神
性
と
一
体
化
し
た
様
式
美
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
議
定
第
一
夜
の
記
事
に
お
け
る
天
皇
作
法
・
執
筆
作
法
の
扱
い

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
認
め
ら
れ
る
傾
向
を
指
摘
す
る
に
止
め
た
。
同
様
の

こ
と
が
、
第
二
夜
・
第
三
夜
の
記
事
に
関
し
て
も
言
え
る
の
か
ど
う
か
。
ま
た
、

そ
う
し
た
傾
向
が
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
儀
式
の
捉
え
方
と
、
ど
の
よ
う
に
関

わ
る
の
か
。
つ
ま
り
、
議
定
以
前
に
つ
い
て
、
大
臣
公
卿
で
な
く
天
皇
を
主
体

と
す
る
儀
式
把
握
を
認
め
た
が
、
そ
れ
と
の
関
係
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。

さ
ら
に
検
討
し
て
み
る
。

五
五
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次
項
に
移
る
前
に
、
本
文
の
執
筆
作
法
に
関
し
て
一
言
、
補
足
を
し
て
お
く
。

先
に
紹
介
し
た
通
り
、
後
醍
醐
は
鷹
司
冬
平
か
ら
除
目
作
法
の
伝
授
を
受
け
た

と
い
う
。
こ
れ
に
関
す
る
細
か
な
検
証
は
、
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
当
時
の
除
目
作
法
を
大
別
す
れ
ば
、
九
条
家
を
中

心
と
す
る
摂
関
家
の
説
と
閑
院
流
諸
家
の
説
と
に
分
か
れ
る
が
、
摂
関
家
の
中

で
も
近
衛
流
は
さ
ら
に
二
派
を
な
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
鷹
司
家
相
伝

の
説
に
つ
い
て
は
、
纏
ま
っ
た
作
法
書
の
類
が
遺
ら
ず
、
そ
の
具
体
相
を
見
極

め
難
い
。
何
よ
り
、
そ
れ
ら
説
々
の
違
い
は
、
殆
ど
の
場
合
、
『
建
武
年
中
行
（14）

事
』
　
の
大
ま
か
な
記
述
に
比
し
て
、
あ
ま
り
に
も
細
部
に
関
わ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
先
に
も
触
れ
た
が
、
例
え
ば
大
間
の
〓
り
様
の
如
き
特
殊
な
執
筆
作

法
を
、
先
達
の
教
え
も
な
し
に
記
し
留
め
る
の
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

本
文
に
、
大
間
の
作
法
を
説
く
に
あ
た
り
「
筆
に
あ
ら
は
し
が
た
け
れ
ど
」
と

特
に
断
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
文
書
に
基
づ
く
知
識
で
は
な
く
、
実
地
に
指

導
を
受
け
た
成
果
を
披
露
し
よ
う
と
い
う
表
明
と
も
受
け
取
れ
る
。
墨
を
磨
る

所
作
に
つ
い
て
、
「
此
間
、
一
会
の
儀
を
思
ひ
つ
づ
く
と
い
へ
り
。
」
　
と
伝
聞
調

が
現
れ
る
こ
と
に
も
、
同
様
の
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。
本
文
に
記
さ
れ
た
作
法

が
、
冬
平
の
伝
授
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
の
類
の
も

の
が
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
思
う
。

注

（
1
）
　
師
継
に
つ
い
て
は
、
『
神
皇
正
統
記
』
後
醍
醐
天
皇
の
条
に
　
「
御
母
談
天
門

院
、
藤
原
忠
子
、
内
大
臣
師
継
の
女
、
実
は
入
道
参
議
忠
継
女
な
り
。
」
と
あ

る
。
師
賢
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
『
太
平
記
』
巻
第
一
「
中
宮
御
産
御
祈
之
事

付
俊
基
偽
籠
居
事
」
　
「
無
礼
諸
事
付
玄
慧
文
談
事
」
、
巻
第
二
　
「
天
下
怪
異
事
」

「
師
賢
登
山
事
付
唐
崎
浜
合
戦
事
」
　
「
主
上
臨
幸
依
レ
非
二
実
事
一
山
門
変
儀
事
付

紀
信
事
」
を
参
照
。
両
者
の
経
歴
は
『
公
卿
補
任
』
に
拠
る
。

（
2
）
佐
藤
「
『
建
武
年
中
行
事
』
雑
考
（
四
）
」
　
（
『
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
』

五
六

一
九
九
八
年
）
　
「
昼
御
座
の
天
皇
と
蔵
人
」
　
の
項
。

（
3
）
『
雲
図
抄
』
「
除
目
事
」
は
、
申
文
選
定
を
「
貫
首
第
一
大
事
」
と
し
、
短
冊
・

袖
書
の
区
分
等
に
つ
い
て
も
詳
説
し
て
い
る
。
当
書
の
成
立
は
、
十
二
世
紀
初

め
頃
と
さ
れ
る
。

（
4
）
内
閣
文
庫
蔵
の
一
本
は
、
書
名
を
『
除
目
執
筆
秘
抄
』
と
す
る
。

（
5
）
師
継
の
『
妙
槐
記
除
目
部
類
』
に
は
、
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
　
八
月
十
日

の
坊
官
除
目
に
蔵
人
頭
と
し
て
奉
仕
し
た
際
の
記
録
が
載
る
。
そ
こ
に
は
、
申

文
の
結
び
様
、
硯
筥
の
蓋
に
積
む
作
法
、
目
録
の
書
き
様
な
ど
が
示
さ
れ
て
い

る
。

（
6
）
水
瓶
を
納
め
た
硯
筥
の
手
配
は
、
執
筆
の
管
轄
下
に
外
記
が
行
う
。
事
前
の

打
ち
合
わ
せ
に
遺
漏
な
き
よ
う
注
意
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
除
目
抄
』

「
筥
文
積
様
・
県
召
」
中
「
硯
筥
納
」
、
『
〓
冤
翼
抄
』
「
執
筆
兼
日
用
意
雑
事
」

他
を
参
照
。

（
7
）
四
所
籍
に
つ
い
て
は
『
除
目
抄
』
「
筥
文
積
様
・
県
召
」
中
「
一
筥
納
」
　
に
詳

し
い
。

（
8
）
『
〓
冤
翼
抄
』
　
「
任
二
四
所
籍
一
事
」

（
9
）
『
江
家
次
第
』
に
は
、
大
臣
が
参
議
に
院
宮
申
文
の
持
参
を
命
ず
る
次
第
の
注

に
「
或
奏
二
院
宮
御
申
文
一
、
返
給
之
次
下
給
」
と
し
、
そ
の
直
後
に
、
天
皇
よ

り
申
文
を
下
す
次
第
が
あ
る
。
本
来
は
硯
筥
の
申
文
の
次
第
に
つ
い
て
の
注
記

で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
つ
前
の
次
第
の
注
に
誤
っ
て
繰
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。

（
1
0
）
『
蝉
冤
翼
抄
』
「
申
文
加
二
補
書
一
事
」
。
但
し
『
玉
葉
』
で
は
、
関
白
が
遠
別
し

た
上
で
、
執
筆
に
下
し
て
い
る
。
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
正
月
二
八
日
条
、

他
。

（
1
1
）
『
〓
冤
翼
抄
』
　
「
紙
捻
結
様
事
」
他
。

（
1
2
）
同
前
「
紙
捻
事
」

（
1
3
）
勧
盃
に
つ
い
て
は
、
「
は
じ
め
つ
か
た
、
五
位
殿
上
人
、
火
び
つ
を
お
き
て
、

勧
盃
の
こ
と
あ
り
。
」
と
あ
る
。
勧
盃
は
本
来
、
途
中
休
憩
の
意
味
を
持
つ
と

思
わ
れ
、
通
常
は
そ
れ
ほ
ど
早
い
時
機
に
行
う
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
蔵
人

等
が
参
入
し
て
火
櫃
を
置
く
と
い
う
作
業
に
併
せ
る
た
め
、
議
定
開
始
の
刻
限

が
遅
れ
れ
ば
、
寒
中
の
こ
と
と
て
必
然
的
に
そ
の
時
機
も
早
く
な
る
。
『
吉
記
』

治
承
五
年
（
一
一
八
一
）
三
月
二
四
日
条
に
は
、
大
間
を
〓
る
間
に
諸
大
夫
が
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火
櫃
を
置
き
饌
を
据
え
、
院
宮
申
文
を
召
す
よ
り
先
に
勧
盃
を
し
た
と
い
う
記

事
も
あ
る
。
本
文
が
、
特
に
「
は
じ
め
つ
か
た
」
に
あ
り
と
断
る
の
は
、
議
定

開
始
の
時
刻
を
相
当
に
遅
く
想
定
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
『
建
武
年
中

行
事
』
で
は
、
叙
位
議
の
記
事
に
お
い
て
も
、
勧
盃
の
次
第
が
極
め
て
早
い
時
機

に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
佐
藤
前
掲
（
注
2
）
「
天
皇
と
関
白
」
の
項
。

（
1
4
）
小
川
剛
生
氏
「
二
条
良
基
の
除
目
説
（
上
）
　
｜
　
光
明
院
・
洞
院
公
賢
の
批

評
の
検
討
を
中
心
に
｜
」
　
（
『
三
田
国
文
』
第
二
一
号
、
一
九
九
四
年
）
　
は
、

洞
院
公
賢
編
『
魚
魯
愚
別
録
』
の
引
く
「
或
秘
抄
广
」
を
鷹
司
家
相
伝
の
除
目

次
第
書
と
推
定
し
て
い
る
。
『
建
武
年
中
行
事
』
本
文
に
、
四
所
籍
の
順
を
内

豎
所
・
校
書
殿
・
大
舎
人
・
進
物
所
と
す
る
の
は
、
こ
の
秘
抄
の
説
と
合
致
す

る
。
た
だ
、
全
般
的
に
見
れ
ば
、
両
者
の
記
事
内
容
に
特
に
際
立
っ
た
共
通
性

が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
本
文
の
記
述
が
鷹
司
家
相
伝
の
作
法
に
基
づ

く
も
の
か
否
か
の
判
断
は
、
当
面
保
留
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

○
天
皇
と
大
臣
公
卿

議
定
第
二
夜
・
第
三
夜
の
記
事
は
、
第
一
夜
の
そ
れ
に
比
し
て
、
か
な
り
簡

略
で
あ
る
。
こ
れ
つ
い
て
は
、
第
二
夜
以
降
の
次
第
あ
る
い
は
作
法
に
第
一
夜

と
重
な
る
も
の
が
多
く
、
必
然
的
に
省
筆
が
な
さ
れ
易
い
と
い
う
、
ご
く
一
般

的
な
要
因
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

三
夜
に
わ
た
る
議
定
は
、
基
本
的
に
第
一
夜
か
ら
一
繋
り
に
続
く
も
の
で
あ

る
か
ら
、
　
第
二
夜
以
降
は
、
各
々
前
夜
を
承
け
る
形
で
行
わ
れ
る
。
第
一
夜
の

記
事
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
天
皇
作
法
・
執
筆
作
法
の
多
く
は
、
第

二
夜
以
降
も
同
様
に
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
反
面
、
第
一
夜
と
の
相
違
点
は
、
ほ

ぼ
任
官
の
種
目
に
限
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
儀
式
書
・
作
法
書
や
日
記
の
類
に

お
い
て
も
、
第
二
夜
以
降
に
相
当
す
る
部
分
は
、
前
夜
と
の
重
複
を
避
け
て
作

法
故
実
等
の
説
明
が
省
か
れ
、
専
ら
任
官
次
第
を
中
心
と
し
た
記
述
と
な
る
た

め
、
比
較
的
簡
潔
で
あ
る
こ
と
が
普
通
な
の
で
あ
る
。

た
だ
『
建
武
年
中
行
事
』
　
の
場
合
、
そ
う
し
た
一
般
的
な
要
因
に
加
え
て
、

任
官
の
種
目
が
一
部
省
略
さ
れ
て
お
り
、
　
そ
の
こ
と
も
、
　
記
事
が
簡
略
で
あ
る

と
の
印
象
を
強
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
省
略
さ
れ
た
種
目
は
、
儀
式
書
・

日
記
等
で
は
一
般
に
第
二
夜
の
種
目
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
『
建
武
年
中
行

事
』
に
つ
い
て
は
、
若
干
事
情
が
異
な
る
。
種
目
の
省
略
は
、
記
事
内
容
の
選

択
と
い
う
問
題
に
直
接
関
わ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
　
詳
細
の
説
明
は
後
に
改
め
て

行
う
こ
と
と
す
る
。

本
項
で
は
、
第
二
夜
以
降
の
記
事
を
一
括
し
て
扱
う
。
本
文
を
通
覧
す
る
過

程
で
、
適
宜
、
解
釈
上
の
疑
問
等
を
拾
い
出
し
、
種
目
の
こ
と
を
含
め
て
検
討

を
加
え
な
が
ら
、
徐
々
に
問
題
を
絞
っ
て
行
き
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
第
二
夜
の
本
文
か
ら
見
て
行
く
。

第
二
日
、
そ
の
儀
、
昨
日
に
お
な
じ
。
大
臣
、
御
前
の
円
座
に
つ
き
て
、

笏
を
正
し
く
し
て
候
へ
ば
、
大
間
の
筥
を
出
さ
る
。
筥
し
て
御
簾
を
お
し

は
る
様
に
す
る
な
り
。
大
か
た
筥
を
た
ぶ
事
、
か
く
の
如
し
。
大
臣
こ
れ

を
給
。
闕
官
帳
給
は
る
が
如
し
。
前
に
お
く
。
今
夜
、
筥
五
合
に
な
る
。

大
臣
以
下
は
、
初
日
と
同
様
、
陣
座
で
天
皇
の
召
し
を
受
け
、
弓
場
を
経
て

御
前
に
参
上
す
る
。
執
筆
が
円
座
に
着
く
と
、
天
皇
は
昨
夜
の
大
間
を
下
す
。

大
間
く
り
、
す
み
す
り
つ
れ
ば
、
や
が
て
申
文
を
下
さ
る
。
下
し
か
ん
が

ふ
べ
き
文
ど
も
は
、
皆
袖
書
く
は
ふ
。
参
議
、
よ
べ
の
申
文
ど
も
、
外
記

か
ん
が
へ
あ
げ
た
る
を
も
ち
て
参
る
。
大
臣
こ
れ
を
と
り
前
に
置
く
。
又
、

こ
よ
ひ
の
申
文
く
だ
し
か
ん
が
へ
し
む
。

執
筆
が
大
間
を
〓
り
墨
を
磨
り
筆
を
染
め
る
と
、
天
皇
は
、
成
文
の
筥
を
下

す
。
始
め
に
、
昨
夜
の
残
り
の
申
文
を
任
ず
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
今
夜
に
な
っ

て
新
た
に
出
さ
れ
た
申
文
が
下
さ
れ
る
と
、
執
筆
は
、
そ
の
中
か
ら
申
請
条
件

を
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
も
の
を
選
び
、
内
容
に
応
じ
た
端
書
き
を
加
え
て
外
記
に

下
す
。
さ
ら
に
、
昨
夜
の
う
ち
に
外
記
に
下
し
た
申
文
を
参
議
が
持
参
す
れ
ば
、

勘
申
に
従
っ
て
こ
れ
を
任
ず
る
。

五
七
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こ
れ
ら
の
次
第
は
、
い
わ
ば
昨
夜
の
作
業
の
続
行
で
あ
る
か
ら
、
申
文
を
扱

う
手
順
も
同
様
で
あ
る
。
尤
も
、
本
文
に
は
、
次
の
よ
う
な
但
し
書
き
が
付
く
。

大
か
た
、
二
日
・
三
日
に
出
た
る
申
文
は
、
奏
聞
ま
で
も
な
く
、
又
撰
び

と
ゝ
な
ふ
る
ま
で
も
な
く
て
、
短
冊
つ
け
袖
書
し
て
、
奉
行
の
蔵
人
、
硯

の
筥
に
つ
ま
し
む
。
わ
づ
ら
は
し
き
事
は
、
小
板
数
に
て
職
事
ど
も
あ
ひ

ぎ
す
。

第
二
夜
以
降
、
新
た
に
提
出
さ
れ
た
申
文
に
つ
い
て
は
、
事
前
の
奏
閲
や
選

定
を
省
略
し
、
た
だ
申
請
の
内
容
別
に
短
冊
・
袖
書
の
分
類
を
加
え
て
お
く
だ

け
で
よ
い
。
時
に
は
問
題
の
あ
る
申
文
が
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
そ
の

扱
い
は
、
蔵
人
等
の
当
座
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
、
と
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
蔵
人
方
の
煩
い
を
省
く
た
め
の
便
法
で
あ
ろ
う
。
本
来

（1）

は
、
第
二
夜
以
降
の
申
文
も
奏
聞
・
選
定
の
手
続
き
を
経
べ
き
で
あ
る
が
、
準

備
の
時
間
に
余
裕
の
あ
る
初
日
と
は
異
な
り
、
二
日
目
・
三
日
目
と
な
る
と
、

（2）

早
朝
の
選
定
作
業
は
、
こ
の
間
「
公
務
繁
多
」
「
諸
務
多
積
」
と
さ
れ
る
蔵
人
等

に
と
っ
て
、
か
な
り
の
負
担
と
な
る
。

但
し
、
選
定
を
省
略
し
た
た
め
に
、
予
め
排
除
す
べ
き
申
文
を
放
置
す
る
わ

け
に
は
行
か
ぬ
し
、
ま
た
、
特
別
扱
い
す
べ
き
申
文
に
つ
い
て
も
相
応
の
手
配

が
必
要
と
な
る
。
「
わ
づ
ら
は
し
き
事
は
、
小
板
敷
に
て
職
事
ど
も
あ
ひ
ぎ
す
。
」

と
あ
る
け
れ
ど
も
、
蔵
人
等
の
作
業
が
、
殿
上
に
お
け
る
審
議
の
み
で
完
結
し

た
は
ず
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
情
報
は
、
密
々
に
鬼
の
間
よ
り
御
後
に
達
し
、
天

皇
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

本
文
で
は
、
　
こ
の
後
に
「
火
櫃
・
勧
盃
、
昨
日
の
如
し
。
」
と
あ
る
。
申
文
等

に
よ
る
通
常
の
任
官
に
関
し
て
は
こ
れ
で
一
区
切
り
と
し
て
、
顕
官
挙
の
説
明

に
移
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

こ
よ
ひ
顕
官
の
挙
あ
り
。
左
右
衛
門
の
尉
を
申
し
、
外
記
・
史
を
申
す
、

申
文
を
と
り
と
ゝ
の
へ
て
、
上
首
の
公
卿
を
め
し
て
、
大
臣
こ
れ
を
給
。

五
八

参
議
ま
で
見
く
だ
し
て
、
お
の
お
の
難
な
き
を
拳
申
。
な
さ
る
べ
き
申
文

を
奏
聞
す
。
内
に
と
ゞ
め
て
、
明
夜
出
す
べ
し
。
大
間
の
つ
い
で
に
も
ま

ゐ
ら
す
。

「
顕
官
挙
」
と
は
、
外
記
・
史
・
式
部
丞
・
民
部
丞
・
左
右
衛
門
尉
等
の
京
官

に
つ
い
て
、
新
任
の
申
文
を
公
卿
に
下
し
、
一
の
闕
宮
に
つ
い
て
数
通
を
選
ば

せ
る
の
で
あ
る
。
執
筆
は
、
硯
筥
の
申
文
の
う
ち
か
ら
短
冊
の
付
い
た
件
の
申

文
等
を
取
っ
て
、
上
首
の
公
卿
に
下
す
。
公
卿
ら
は
、
順
に
回
覧
し
た
上
で
、

挙
申
す
べ
き
申
文
を
一
紙
に
書
く
。
執
筆
は
、
当
該
の
申
文
と
と
も
に
挙
状
を

奏
す
る
。
但
し
、
顕
官
新
任
を
任
ず
る
こ
と
は
第
三
夜
に
持
ち
越
し
と
な
る
の

で
、
速
や
か
に
奏
寛
の
必
要
は
な
い
。
当
夜
の
次
第
の
最
後
、
大
間
を
返
上
す

る
時
に
、
こ
れ
を
添
え
る
こ
と
に
す
れ
ば
十
分
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
、

実
際
の
任
官
は
、
必
ず
し
も
公
卿
の
挙
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
「
天
皇
の
意

向
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

顕
官
挙
の
時
機
に
つ
い
て
は
。
「
こ
よ
ひ
顕
官
の
挙
あ
り
」
と
言
う
の
み
で
特

に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
。
『
玉
葉
』
は
、
顕
官
挙
に
定
期
な
し
と
し
て
お
り
、
実

際
に
も
、
申
文
を
下
勘
し
、
あ
る
い
は
勘
上
さ
れ
た
申
文
等
を
任
ず
る
間
に
、

（3）

並
行
し
て
こ
れ
を
行
っ
て
い
る
。
本
文
で
も
、
顕
官
挙
は
時
機
不
定
、
先
の
申

文
等
を
扱
う
間
に
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

な
る
べ
き
物
ど
も
、
お
の
お
の
な
し
は
て
ゝ
、
大
間
の
筥
奏
す
る
事
、
昨

日
の
如
し
。

こ
こ
ま
で
が
、
議
定
第
二
夜
の
記
事
で
あ
る
。
執
筆
は
、
昨
夜
と
同
様
、
大

間
を
巻
き
封
を
加
え
、
今
夜
の
成
文
を
添
え
て
御
簾
の
内
に
奉
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
な
る
べ
き
物
ど
も
、
お
の
お
の
な
し
は
て
ゝ
」
と
い
う
の
は
、

記
事
に
挙
げ
た
以
外
に
も
然
る
べ
き
任
官
が
な
さ
れ
る
と
の
含
み
を
持
た
せ
た

言
い
方
の
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
疑
い
を
持
つ
か
と
言
え

ば
、
本
項
の
冒
頭
で
も
触
れ
た
通
り
、
本
文
で
は
、
任
官
種
目
の
一
部
省
略
等
、
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記
事
内
容
の
取
捨
選
択
が
見
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
二
夜
に
記
す

べ
き
種
目
を
略
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
う
い
う
形
で
了
解
を
求
め
た
も
の
か

も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
考
え
併
せ
ら
れ
る
の
は
、
第
一
夜
の
記
事
に
も
、
同
じ
く
大
間
を
巻

く
場
面
で
、
「
成
る
べ
き
も
の
ど
も
な
し
は
て
ゝ
」
と
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
予
定
通
り
全
て
の
任
官
を
了
え
て
、
と
い
う
程
の
意
味
の

常
套
的
な
表
現
と
考
え
る
の
が
、
妥
当
な
と
こ
ろ
か
と
も
思
う
。
し
か
し
、
任

官
次
第
に
つ
い
て
は
、
卑
官
か
ら
高
官
へ
と
い
う
原
則
を
除
け
ば
比
較
的
融
通

が
利
い
た
ら
し
く
、
例
え
ば
諸
道
・
諸
院
挙
の
よ
う
に
、
古
く
は
第
二
夜
以
降

（4）

に
任
じ
た
が
〔
時
代
と
と
も
に
第
一
夜
に
転
じ
た
と
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
と

す
れ
ば
、
『
建
武
年
中
行
事
』
で
は
、
第
二
夜
以
降
の
み
な
ら
ず
、
第
一
夜
の
記

事
に
お
い
て
も
既
に
任
官
次
第
の
一
部
を
省
略
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
は
、

単
な
る
失
念
で
は
な
く
、
意
識
的
に
な
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
も

出
て
来
る
。

『
建
武
年
中
行
事
』
の
本
文
を
真
正
直
に
読
め
ば
、
昨
夜
の
申
文
を
任
じ
、
今

夜
の
申
文
を
下
勘
し
、
そ
の
間
に
並
行
し
て
顕
官
挙
を
行
っ
て
、
第
二
夜
の
議

事
は
全
て
終
わ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
非
｜
効

率
的
で
あ
り
、
実
態
か
ら
も
離
れ
過
ぎ
て
い
る
。
外
記
の
勘
上
が
大
幅
に
遅
れ

た
り
す
れ
ば
、
結
果
的
に
は
同
様
の
仕
儀
と
な
る
が
、
そ
の
場
合
に
も
、
並
行

し
て
次
の
次
第
に
相
当
す
る
任
官
を
進
め
、
遅
れ
を
取
り
戻
す
努
力
を
す
る
の

（5）

が
普
通
だ
っ
た
よ
う
だ
。
特
に
第
二
夜
に
つ
い
て
は
、
記
事
内
容
に
意
識
的
な

取
捨
選
択
が
施
さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
任
官
種
目
の
省
略
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。
次
に

掲
げ
る
の
は
、
『
江
家
次
第
』
第
二
夜
・
第
三
夜
の
任
官
次
第
で
あ
る
。

（
第
二
夜
）

昨
夜
下
勘
の
院
宮
・
公
卿
給
等
｜
文
章
生
・
内
舎
人
の
労
帳
　
｜
　
上
召

使
の
申
文
｜
諸
道
・
諸
院
挙
　
｜
　
兼
国
・
宿
官
・
転
任
の
勘
文
。
こ
の

間
、
顕
官
挙
。

（
第
三
夜
）

院
宮
の
内
宮
未
給
」
｜
受
領
｜
勅
任

但
し
前
項
で
も
断
っ
た
よ
う
に
、
『
江
家
次
第
』
で
は
、
第
三
夜
の
任
官
次
第

に
特
に
定
め
は
な
い
と
す
る
。
要
は
、
諸
京
官
を
任
じ
、
受
領
を
任
じ
、
勅
任

を
任
じ
、
そ
の
間
に
も
、
成
す
べ
き
者
を
成
す
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
二
夜
・
第
三
夜
の
本
文
に
挙
げ
ら
れ
る
任
官
種
目
と
『
江
家
次
第
』
の
そ

れ
と
を
比
較
す
る
と
、
ま
ず
、
第
二
夜
に
つ
い
て
は
、
『
江
家
次
第
』
に
挙
げ
ら

れ
る
種
目
の
う
ち
、
昨
夜
下
勘
の
申
文
と
顕
官
挙
以
外
の
も
の
、
　
即
ち
、
文
章

生
・
内
舎
人
労
帳
以
下
、
兼
国
・
宿
官
・
転
任
勘
文
ま
で
が
、
本
文
で
は
す
っ

か
り
抜
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
け
れ
ど
も
後
に
見
る
よ
う
に
、
兼
国
・
宿

官
・
転
任
勘
文
は
本
文
の
第
三
夜
に
挙
が
っ
て
い
る
の
で
、
実
際
に
『
江
家
次

第
』
に
あ
っ
て
『
建
武
年
中
行
事
』
に
な
い
の
は
、
文
章
生
・
内
舎
人
労
帳
以

下
、
諸
道
・
諸
院
挙
ま
で
で
あ
る
。

『
江
家
次
第
』
で
第
二
夜
に
挙
が
っ
て
い
る
兼
国
・
宿
官
・
転
任
勘
文
が
、
本

文
の
第
三
夜
に
置
か
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
問
題
に
す
る
必
要
は

な
い
。
一
般
に
顕
官
挙
は
、
申
文
や
勘
文
等
に
よ
る
通
常
の
任
官
と
並
行
し
て

時
機
を
定
め
ず
行
う
の
で
あ
る
か
ら
、
ひ
と
ま
ず
こ
れ
を
脇
に
お
い
て
考
え
れ

ば
、
第
二
夜
に
行
う
と
さ
れ
る
文
章
生
・
内
舎
人
労
帳
以
下
の
通
常
の
次
第
の

う
ち
、
文
章
生
・
内
舎
人
労
帳
か
ら
諸
道
・
諸
院
挙
ま
で
が
、
本
文
で
は
省
略

さ
れ
、
兼
国
・
宿
官
・
転
任
勘
文
の
み
が
第
三
夜
に
繰
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
　
先
述
の
通
り
、
諸
道
・
諸
院
挙
が
中
古
以
来
第
一
夜
の

種
目
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
　
こ
れ
に
限
っ
て
は
、
第
二
夜
の
記

事
に
お
い
て
既
に
省
略
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

即
ち
、
『
建
武
年
中
行
事
』
で
は
、
標
準
的
な
任
官
次
第
か
ら
、
文
章
生
・
内

五
九
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舎
人
労
帳
、
上
召
使
申
文
、
諸
道
・
諸
院
挙
が
省
か
れ
て
い
る
。
「
文
章
生
労

帳
」
　
「
内
舎
人
労
帳
」
　
は
、
各
々
大
学
寮
・
中
務
省
か
ら
出
さ
れ
た
労
帳
に
よ
り

諸
国
の
掾
・
目
を
任
ず
る
も
の
。
「
上
召
使
挙
」
は
、
太
政
官
奏
に
よ
り
目
を
任

ず
る
も
の
。
「
諸
道
・
諸
院
挙
」
　
は
、
諸
道
博
士
・
院
別
当
等
の
挙
に
よ
り
掾
・

目
を
任
ず
る
も
の
。
こ
れ
ら
は
、
第
一
夜
の
最
初
に
あ
っ
た
四
所
籍
と
同
様
、

諸
国
の
卑
官
を
任
ず
る
も
の
で
、
や
は
り
任
国
等
に
定
め
が
あ
る
。
労
帳
や
申

文
等
の
書
類
は
、
こ
れ
も
四
所
労
帳
と
同
じ
く
、
公
卿
が
御
前
に
参
上
す
る
際

（6）

に
持
参
す
る
「
筥
文
」
　
に
含
ま
れ
る
。

お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
の
種
目
は
、
　
四
所
籍
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
一
括
省
略

さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
『
建
武
年
中
行
事
』
に
と
っ
て
、
そ
れ
ら
卑
官
の

任
官
次
第
を
逐
一
記
す
こ
と
に
大
し
た
意
味
は
な
く
、
儀
式
の
本
質
を
示
す
た

め
に
必
要
な
事
柄
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

で
は
、
『
建
武
年
中
行
事
』
に
と
っ
て
必
要
な
記
事
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
か
。
と
り
あ
え
ず
、
　
第
三
夜
の
本
文
を
読
み
進
め
て
み
よ
う
。

第
三
日
、
　
去
夜
の
儀
の
ご
と
し
。
か
ん
が
へ
上
げ
た
る
ふ
み
あ
れ
ば
、
な

ほ
こ
れ
を
任
ず
。
転
任
・
宿
官
・
兼
国
勘
文
な
ど
め
す
。
か
ん
が
へ
申
す

に
ま
か
せ
て
こ
れ
を
任
ず
。

第
三
夜
も
ま
た
、
昨
夜
下
勘
の
申
文
か
ら
任
じ
て
行
く
。
さ
ら
に
、
外
記
の

勘
文
を
召
し
て
、
兼
国
・
宿
官
・
転
任
を
任
ず
る
。
「
兼
国
」
　
は
、
　
参
議
・
弁
・

少
納
言
等
を
諸
国
の
確
守
・
介
に
兼
任
し
、
諸
道
得
業
生
を
掾
に
兼
任
す
る
も

の
。
「
宿
官
」
　
は
、
蔵
人
・
外
記
・
史
・
式
部
・
民
部
・
検
非
違
使
の
新
叙
の
う

ち
受
領
の
闕
を
待
つ
者
を
、
権
守
・
介
に
宿
任
す
る
も
の
。
「
転
任
」
　
は
、
少
目

を
大
に
、
権
掾
を
正
に
転
ず
る
類
の
申
文
（
更
任
・
国
替
）
　
と
は
別
物
で
、
勘

文
に
よ
り
、
外
記
・
史
・
式
部
・
民
部
等
の
顕
官
の
、
　
少
を
大
に
、
右
を
左
に
、

権
を
正
に
転
ず
る
類
の
も
の
。
但
し
、
勘
文
に
は
、
転
任
す
べ
き
者
の
他
に
、

（7）

受
領
に
任
ず
べ
き
新
叙
も
記
さ
れ
て
い
る
。

六
〇

第
三
夜
の
終
わ
り
方
に
は
、
受
領
を
任
ず
る
。
そ
の
際
に
行
わ
れ
る
作
法
に
、

受
領
挙
あ
る
い
は
公
卿
挙
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。

受
領
の
挙
あ
り
。
公
卿
に
仰
す
れ
ば
、
お
の
〓
殿
上
に
出
て
、
　
挙
を
書

て
封
じ
て
執
筆
に
つ
く
。
大
臣
奏
聞
す
。
御
覧
じ
て
、
そ
の
中
に
な
る
べ

き
を
返
し
給
。
受
領
は
大
間
の
か
け
紙
を
と
り
い
で
て
、
案
を
か
く
な
り
。

「
受
領
挙
」
と
い
う
の
は
、
闕
国
一
に
つ
き
数
名
ず
つ
、
受
領
と
す
べ
き
候
補

者
を
公
卿
に
推
薦
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
公
卿
は
挙
を
命
じ
ら
れ
る
と
、
　
御
前
を

退
い
て
議
所
あ
る
い
は
陣
座
に
移
り
、
各
自
こ
れ
を
書
い
て
封
を
す
る
。
帰
参

の
後
、
一
人
ず
つ
座
を
立
っ
て
執
筆
に
進
上
す
る
。
執
筆
は
こ
れ
を
取
り
集
め

て
奏
聞
す
る
。
天
皇
は
、
一
々
を
開
封
し
、
選
定
を
加
え
た
上
で
、
執
筆
に
返

し
下
す
。
こ
れ
が
受
領
挙
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
　
実
際
に
受
領
を
任
ず
る
こ
と

は
、
　
公
卿
の
挙
と
無
関
係
に
行
わ
れ
る
。
即
ち
、
　
受
領
挙
の
間
に
、
執
筆
は
、

大
間
の
懸
紙
に
闕
国
と
任
人
と
を
書
き
出
し
て
下
書
き
と
し
、
こ
れ
を
大
間
に

書
き
写
す
の
で
あ
る
。
こ
の
下
書
き
を
、
「
小
書
出
」
　
（
「
下
書
」
　
「
土
代
」
と
も
）

と
称
す
る
。

つ
ま
り
、
実
際
に
は
、
公
卿
の
挙
が
受
領
の
任
命
に
影
響
力
を
持
つ
こ
と
は

全
く
な
い
。
受
領
挙
の
成
立
は
九
世
紀
最
末
期
。
当
初
は
、
決
定
権
こ
そ
な
い

も
の
の
、
少
な
く
と
も
推
挙
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
は
実
質
的
意
味
を
も
備
え

て
い
た
が
、
特
に
恒
例
除
目
に
お
け
る
挙
は
十
一
世
紀
ま
で
に
完
全
に
形
骸
化

（8）

し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
『
江
家
次
第
』
に
至
っ
て
は
、
　
「
不
レ
待
レ
挙
被
レ
任
二

受
頷
一
」
と
明
記
す
る
。
こ
う
な
る
と
、
公
卿
の
挙
状
と
い
う
も
の
も
、
執
筆
の

作
る
案
と
内
容
を
異
に
し
た
可
能
性
は
、
極
め
て
低
い
。
『
西
官
記
』
で
は
「
諸

卿
見
二
取
解
由
文
一
、
随
レ
思
注
入
。
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
各
自
の
判
断
の
ま
ま

に
候
補
者
を
書
き
込
む
と
い
う
の
は
、
挙
の
実
質
が
生
き
て
い
た
時
代
に
の
み

（9）

通
用
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
執
筆
の
下
書
き
も

私
案
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
天
皇
の
意
思
に
基
づ
く
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
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に
再
び
触
れ
る
。

本
文
で
は
、
諸
卿
が
「
殿
上
に
出
て
」
挙
状
を
書
く
と
す
る
。
『
〓
冤
翼
抄
』

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
近
代
の
や
り
方
の
中
で
も
「
最
略
儀
」
で
あ
る
ら
し
い
。

『
〓
冤
翼
抄
』
　
「
受
領
挙
」
　
の
解
説
に
は
、
「
向
二
議
所
一
」
　
に
注
記
し
て
「
或
向
二

陣
座
一
。
近
代
俳
二
徊
弓
場
辺
一
。
最
略
儀
群
二
居
小
板
敷
一
。
」
　
と
あ
る
。
受
頷
挙

が
、
本
来
の
意
味
を
完
全
に
失
い
、
除
目
の
一
作
法
と
し
て
新
た
な
完
成
を
見

た
時
、
一
方
で
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
公
卿
等
は
、
も
は
や
儀
式
の
中
に
居
場

所
さ
え
な
く
し
て
、
周
辺
を
「
排
徊
」
　
し
、
あ
る
い
は
　
「
群
居
」
　
し
て
い
る
よ

り
他
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

滝
口
・
所
の
衆
の
労
帳
め
す
。
す
べ
て
京
官
は
こ
よ
ひ
な
す
な
り
。
う
ち

〓
折
紙
を
給
ふ
。
勅
任
は
ぢ
き
に
も
仰
せ
た
ま
ふ
。

＊
　
「
勅
任
は
」
‖
『
群
書
類
従
』
本
「
転
任
は
」

「
滝
口
・
所
衆
労
帳
」
　
は
、
年
労
に
よ
り
滝
口
・
所
衆
を
京
官
に
充
て
る
も

の
。
こ
の
よ
う
に
、
第
三
夜
に
は
、
諸
京
官
を
も
任
ず
る
。
そ
れ
ら
は
、
蔵
人

方
の
沙
汰
に
よ
り
、
既
に
内
定
し
て
い
る
。
即
ち
、
十
四
世
紀
初
め
の
『
夕
拝

備
急
至
要
抄
』
「
県
召
除
目
儀
」
に
は
、
「
可
レ
被
レ
任
輩
。
〔
兼
可
レ
相
二
触
外
記
一
。

但
滝
口
所
衆
労
帳
六
位
蔵
人
方
沙
二
汰
之
一
。
宿
官
内
給
所
已
下
細
々
事
。
蔵
人

方
。
〕
」
　
と
あ
る
。

ま
た
、
議
定
の
最
終
日
と
も
な
れ
ば
、
天
皇
か
ら
密
々
に
「
折
紙
」
が
下
さ

れ
る
。
こ
れ
は
、
任
人
に
関
す
る
天
皇
の
注
文
を
書
き
記
し
た
も
の
で
、
『
玉

葉
』
な
ど
で
は
、
第
三
夜
の
議
定
開
始
と
同
時
に
、
大
束
申
文
と
と
も
に
下
さ

れ
、
以
後
の
任
官
は
全
て
注
文
に
従
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
も
　
ち
な
み
に
「
大
束

申
文
」
と
い
う
の
は
、
蔵
人
の
選
定
作
業
の
早
い
段
階
で
特
別
扱
い
す
べ
き
も

の
と
し
て
抜
き
取
ら
れ
、
こ
の
時
ま
で
内
に
留
め
置
か
れ
て
い
た
申
文
の
類
で

（10）
あ
る
。「
勅
任
」
は
、
令
の
規
定
で
正
式
に
定
め
ら
れ
た
天
皇
の
特
権
で
あ
る
。
大
臣

は
別
に
大
臣
召
に
よ
る
の
で
、
除
目
で
は
、
納
言
以
下
参
議
以
上
・
左
右
大
弁
・

八
省
卿
・
東
宮
傅
・
弾
正
尹
・
太
宰
帥
・
六
衛
府
督
等
が
、
勅
任
と
し
て
決
定

さ
れ
る
。
こ
の
勅
任
に
つ
い
て
は
、
天
皇
が
当
座
に
口
頭
で
指
示
を
下
す
こ
と

も
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
　
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
恩
寵
に
よ
る
任
官

が
公
式
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
、
慣
例
と
し
て
半
ば
公
然
と
行

わ
れ
て
い
る
類
の
も
の
で
あ
る
。

だ
が
、
非
公
式
で
は
あ
っ
て
も
、
事
実
上
、
天
皇
の
意
向
に
基
づ
い
て
任
人

を
決
定
す
る
方
式
は
、
実
は
こ
こ
だ
け
で
な
く
、
三
夜
に
わ
た
る
議
定
の
記
事

全
般
に
及
ん
で
い
る
。
即
ち
、
第
一
夜
の
記
事
に
あ
っ
た
院
宮
申
文
の
扱
い
。

第
二
夜
及
び
第
二
夜
の
記
事
に
詳
し
く
記
さ
れ
た
硯
筥
の
申
文
の
扱
い
。
そ
し

て
極
め
つ
け
が
、
第
三
夜
の
記
事
も
終
わ
り
近
く
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
紹
介

さ
れ
た
折
紙
で
あ
る
。

折
紙
の
効
力
は
、
労
帳
に
よ
る
任
官
・
申
文
に
よ
る
任
官
の
別
も
、
内
宮
・

外
宮
の
別
も
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
種
目
に
つ
い
て
発
揮
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
受
領

を
任
ず
る
に
際
し
て
、
執
筆
が
公
卿
の
挙
を
待
た
ず
に
書
く
案
は
、
天
皇
の
意

向
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
『
玉
葉
』
で
は
注
文
の
折
紙
に
よ
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
第
二
夜
の
記
事
に
あ
っ
た
顕
官
挙
に
つ
い
て
も
、
第
三
夜
に
お
け
る
実
際

の
任
官
は
、
天
皇
の
意
思
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
。
即
ち
『
〓
冤
翼
抄
』
は
、
「
顕

官
転
任
」
　
の
項
に
、
外
記
・
史
・
式
部
・
民
部
の
転
任
を
説
明
し
た
後
、
続
け

て
「
其
闕
二
新
任
ノ
者
ハ
待
レ
仰
天
任
ズ
ル
也
。
」
と
述
べ
る
。
こ
の
顕
官
新
任
も
、

（1　1）

『
玉
葉
』
　
で
は
折
紙
に
従
っ
て
い
る
。

蔵
人
方
に
出
さ
れ
る
諸
申
文
等
に
は
、
予
め
選
定
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
ま

た
『
貫
首
秘
抄
』
に
よ
れ
ば
、
院
宮
当
年
給
の
該
当
者
に
は
、
前
以
て
蔵
人
方

（12）

よ
り
申
文
の
内
容
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
、
先
掲

の
『
夕
拝
備
急
至
要
抄
』
に
は
、
任
ず
べ
き
者
に
つ
い
て
、
か
ね
て
蔵
人
よ
り

外
記
方
に
相
触
る
べ
し
、
と
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
第
三
夜
の
記
事
の
始
め
に

六
一



佐　藤　厚　子

出
た
兼
国
・
宿
官
・
転
任
勘
文
等
に
も
、
既
に
天
皇
の
意
向
が
及
ん
で
い
る
わ

け
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
併
せ
考
え
れ
ば
、
任
人
次
第
の
要
所
は
、
裏
方
の
働
き
に

よ
り
、
議
定
の
開
始
以
前
に
、
あ
ら
か
た
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
本
番
で
は
、
そ
の
筋
書
き
の
上
に
、
天
皇
自
ら
の
検
閲
や
折
紙

が
加
わ
る
。
通
常
の
任
官
は
勿
論
の
こ
と
、
公
卿
の
顕
官
挙
も
受
領
挙
も
、
天

皇
の
折
紙
を
前
に
し
て
は
何
の
力
も
持
た
な
い
。

『
建
武
年
中
行
事
』
が
、
四
所
籍
以
下
、
諸
国
の
掾
・
目
な
ど
と
い
っ
た
卑
官

の
任
命
に
も
、
任
官
次
第
そ
の
も
の
に
も
無
関
心
で
あ
る
こ
と
は
、
第
二
夜
の

記
事
を
中
心
に
認
め
ら
れ
た
意
識
的
な
種
目
の
省
略
に
照
ら
せ
ば
、
　
ほ
ぼ
確
実

で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
院
宮
・
公
卿
の
特
典
に
関
わ
る
諸
申
文
等
の
扱
い
で

あ
り
、
ま
た
、
顕
官
を
始
め
と
す
る
諸
京
官
及
び
諸
国
受
領
の
任
命
、
あ
る
い

は
、
こ
れ
に
関
す
る
作
法
で
あ
る
。
こ
う
し
た
関
心
の
範
囲
内
に
限
定
す
れ
ば
、

天
皇
の
意
思
の
届
か
ぬ
と
こ
ろ
は
全
く
な
い
。

つ
ま
り
、
大
臣
公
卿
の
参
加
を
俟
つ
ま
で
も
な
く
、
議
定
の
実
質
は
、
完
全

に
天
皇
の
掌
中
に
収
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
『
建
武
年
中
行

事
』
が
語
っ
て
い
る
の
は
、
そ
う
い
う
こ
と
な
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
蔵
人
方
の

事
前
の
手
配
が
院
宮
や
外
記
方
に
ま
で
達
す
る
こ
と
や
、
折
紙
の
具
体
的
な
効

力
に
関
し
て
、
本
文
に
直
接
の
説
明
が
な
い
の
は
、
勿
論
、
　
そ
れ
ら
を
当
然
の

前
提
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
議
定
の
記
事
の
最
後
に
置
か
れ
る
の
は
、
執
筆
に
固
有
の
作
法
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
三
夜
に
わ
た
る
任
官
次
第
を
通
し
て
、
幾
度
と
な
く
、

ひ
た
す
ら
に
繰
り
返
さ
れ
て
来
た
は
ず
の
、
執
筆
役
と
し
て
の
所
作
で
あ
る
。

す
べ
て
一
人
を
任
ず
る
に
、
七
の
作
法
あ
り
。
申
文
を
よ
み
申
す
。
寄
物

を
見
る
。
大
間
の
そ
の
所
を
ひ
ら
く
。
筆
を
染
め
て
大
間
に
か
き
つ
く
。

申
文
に
勾
を
か
く
〔
う
す
ず
み
に
か
く
る
な
り
〕
。
よ
せ
物
に
点
を
つ
く
。

六
二

必
ず
筆
を
ひ
ち
だ
い
に
お
く
な
り
。
よ
せ
物
と
い
ふ
は
、
闕
官
を
抄
し
て
、

見
よ
き
や
う
に
、
か
み
や
紙
の
料
紙
に
書
て
、
硯
の
筥
の
下
の
方
に
入
た

り
。
後
ざ
ま
七
の
作
法
、
　
び
ん
ぎ
に
し
た
が
ふ
。

＊
　
「
勾
を
か
く
」
　
日
『
群
書
類
従
』
本
「
く
を
か
く
」

執
筆
は
、
一
人
を
任
ず
る
ご
と
に
、
以
下
の
よ
う
な
定
ま
っ
た
手
続
き
を
踏

む
。
ま
ず
、
申
文
を
天
皇
に
向
け
て
読
み
上
げ
る
。
次
に
、
　
闕
官
を
列
挙
し
た

「
闕
官
寄
物
」
と
呼
ば
れ
る
書
類
を
第
一
の
筥
か
ら
取
り
出
し
、
該
当
す
る
官
を

確
認
す
る
。
次
に
、
大
間
を
引
き
延
べ
て
、
書
き
込
む
べ
き
箇
所
を
出
す
。
次

に
、
筆
を
染
め
て
、
決
定
し
た
任
人
を
大
間
に
書
き
付
け
る
。
次
に
、
申
文
に

薄
墨
で
勾
を
懸
け
る
。
次
に
、
再
び
寄
物
を
取
り
出
し
、
該
当
の
官
に
合
点
を

付
け
る
。
さ
ら
に
、
大
間
に
任
人
を
書
き
付
け
た
り
、
申
文
・
寄
物
に
勾
・
点

を
付
け
た
り
と
、
筆
を
使
っ
た
後
は
、
紛
失
せ
ぬ
よ
う
必
ず
筆
台
に
戻
す
と
い

う
決
ま
り
も
あ
る
。

本
文
で
は
、
一
宮
を
任
ず
る
際
の
六
段
階
の
手
続
き
に
、
筆
を
筆
台
に
戻
す

と
い
う
約
束
事
を
加
え
て
、
「
七
の
作
法
」
と
数
え
て
い
る
。
正
式
に
は
、
任
人

を
大
間
に
書
き
付
け
た
後
、
こ
れ
を
読
み
申
す
と
い
う
手
続
き
が
あ
り
、
ま
た
、

儀
式
書
・
作
法
書
の
類
で
は
、
筆
を
戻
す
こ
と
等
も
一
々
手
続
き
と
し
て
数
え

上
げ
る
の
で
、
十
数
ヶ
条
に
も
及
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
本
文
に
、
最
近
で
は
決
ま

り
事
の
全
て
を
実
行
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
す
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
時
間
が

か
か
る
の
を
厭
う
て
の
こ
と
で
、
『
〓
冤
翼
抄
』
に
も
「
此
作
法
ヲ
毎
度
ニ
尽
ハ

（13）

可
二
天
曙
一
也
。
依
レ
事
天
吉
様
ニ
省
略
シ
テ
可
レ
構
也
。
」
と
あ
る
。

「
七
の
作
法
」
を
繰
り
返
し
つ
つ
予
定
さ
れ
た
任
官
を
全
て
了
え
る
と
、
執
筆

は
最
後
の
仕
事
に
取
り
掛
か
る
。
大
間
の
末
尾
に
こ
の
日
の
日
付
を
書
き
入
れ

て
奏
し
、
成
文
を
結
び
固
め
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
日
付
の
記
入
は
失
念
す
れ

ば
一
大
事
で
あ
る
か
ら
、
思
い
付
い
た
時
に
書
き
入
れ
て
お
け
ば
よ
い
。
実
際

に
最
後
の
作
法
と
な
る
の
は
、
大
間
の
奏
覧
と
成
文
の
処
置
で
あ
る
。
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皆
任
じ
は
て
ゝ
、
大
間
の
奥
の
年
号
月
の
下
に
日
を
入
〔
あ
な
が
ち
は
て

ね
ど
も
、
思
ひ
い
だ
す
に
従
ひ
て
か
く
。
忘
れ
じ
と
な
り
〕
。
大
間
を
奏
聞

す
。
任
じ
は
て
ゝ
、
笏
を
正
し
く
し
て
候
へ
ば
、
今
は
さ
ば
か
り
と
仰
せ

あ
り
。
其
後
大
間
を
ま
き
て
、
筥
に
入
れ
て
奏
す
。
御
覧
じ
て
返
し
給
。

成
柄
を
し
た
ゝ
む
る
こ
と
、
　
さ
き
の
如
し
。
二
夜
い
ち
〓
に
ゆ
ひ
た
る

ま
ゝ
に
て
、
こ
よ
ひ
の
ぐ
し
て
一
に
ゆ
ひ
て
墨
を
つ
く
。

全
て
任
じ
了
え
る
と
、
執
筆
は
威
儀
を
整
え
て
、
天
皇
の
仰
せ
を
待
つ
。
天

皇
が
議
定
の
終
了
を
告
げ
る
と
、
大
間
を
巻
き
、
筥
に
入
れ
て
奏
覧
す
る
。
第

一
夜
・
第
二
夜
の
終
わ
り
に
大
間
を
奏
す
る
の
は
、
明
夜
ま
で
内
に
留
め
置
く

た
め
一
旦
返
上
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
三
夜
の
議
定
が
終
わ
れ
ば
、
大
間
を

奏
し
て
天
皇
の
承
認
を
得
る
の
で
あ
る
。
天
皇
は
、
こ
れ
を
覧
じ
て
返
す
。
清

書
を
命
じ
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
成
束
を
結
び
固
め
る
。
第
三
夜
の
成
文
は
、

三
通
程
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
封
じ
た
ま
ま
の
第
一
夜
・
第
二
夜
の
成
束
と
併

せ
て
紙
捻
り
で
緩
く
結
び
、
　
そ
れ
に
次
々
の
成
文
を
差
し
込
ん
で
行
く
。
最
後

に
改
め
て
強
く
結
び
固
め
、
上
か
ら
墨
を
引
く
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
後
に
、

執
筆
が
大
間
を
清
書
の
上
卿
に
授
け
る
際
に
は
、
こ
の
成
束
を
も
添
え
る
。

以
上
、
　
第
二
夜
・
第
三
夜
の
議
定
の
記
事
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
れ
に
し
て

も
、
直
属
の
蔵
人
を
従
え
外
記
方
を
も
押
さ
え
た
天
皇
が
、
筋
書
き
通
り
の
人

事
を
進
め
る
中
で
、
型
通
り
の
所
作
を
延
々
と
繰
り
返
す
執
筆
の
役
割
と
は
、

ま
た
、
実
効
の
な
い
挙
の
作
法
に
黙
々
と
奉
仕
す
る
公
卿
等
の
役
割
と
は
、
一

体
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
念
を
押
す
が
、
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
必

ず
し
も
除
目
の
実
態
に
つ
い
て
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
『
建
武
年
中
行
事
』

に
描
か
れ
た
儀
式
の
姿
を
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。

前
項
で
検
討
し
た
通
り
、
議
定
以
前
の
記
事
で
は
、
大
臣
公
卿
の
動
静
を
よ

そ
に
、
申
文
の
選
定
を
中
心
と
し
た
蔵
人
の
作
業
ば
か
り
が
、
念
入
り
に
記
さ

れ
て
い
た
。
議
定
第
一
夜
の
記
事
で
は
、
院
宮
申
文
・
硯
の
筥
の
申
文
に
関
す

る
天
皇
作
法
が
詳
述
さ
れ
る
一
方
で
、
執
筆
の
働
き
に
つ
い
て
は
、
現
場
で
必

要
と
さ
れ
た
は
ず
の
実
務
的
な
知
識
と
は
お
よ
そ
無
関
係
な
、
　
口
伝
故
実
に
属

す
る
類
の
特
殊
な
作
法
に
、
専
ら
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
た
。

そ
う
し
て
今
、
改
め
て
第
二
夜
・
第
三
夜
の
記
事
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、

そ
の
記
事
内
容
も
ま
た
、
一
貫
し
た
儀
式
解
釈
の
上
に
選
び
取
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
主
な
も
の
は
、
蔵
人
の
沙
汰
を
中
心
と
す
る
諸
々
の
申

文
の
処
理
方
法
。
ま
た
、
実
質
を
持
た
ぬ
公
卿
の
顕
官
挙
・
受
領
挙
の
作
法
。

そ
れ
ら
を
縫
う
よ
う
に
し
て
、
卑
官
を
除
い
た
任
官
次
第
が
記
さ
れ
て
行
き
、

最
後
に
、
い
つ
し
か
密
か
に
下
さ
れ
て
い
た
と
い
う
天
皇
の
折
紙
の
こ
と
が
明

か
さ
れ
、
　
執
筆
は
こ
の
間
ひ
た
す
ら
佳
人
作
法
を
反
復
し
て
い
た
の
だ
と
知
ら

さ
れ
る
。
そ
こ
に
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
　
任
官
の
全
権
を
掌

握
し
た
天
皇
と
、
そ
の
恩
寵
に
浴
す
る
大
臣
公
卿
と
い
う
、
極
め
て
単
純
な
図

式
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
建
武
年
中
行
事
』
に
と
っ
て
、
除
目
と
は
、
天
皇
と
大
臣
公
卿
と
の
絶
対
的

関
係
を
確
認
す
る
儀
式
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
御
前
に
お
け
る
公
卿
の
合
議
と

い
う
議
定
の
意
味
は
完
全
に
無
化
し
て
形
式
の
み
が
あ
り
、
し
か
も
形
式
そ
の

も
の
と
し
て
自
立
し
て
い
る
よ
う
に
さ
え
見
え
る
。
執
筆
以
下
、
大
臣
公
卿
に

求
め
ら
れ
る
役
割
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
職
と
と
も
に
伝
え
た
作
法
を
、
天
覧

の
も
と
、
粛
々
と
披
露
す
る
こ
と
。
形
式
そ
の
も
の
と
な
っ
た
儀
式
に
お
い
て
、

家
職
に
対
す
る
誇
り
と
一
体
化
し
た
伝
統
と
様
式
の
美
を
現
す
こ
と
。
そ
れ
に

尽
き
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
建
武
年
中
行
事
』
は
〔
三
夜
に
わ
た
る
裁
定
に
続
け
て
、
清
書
の
次
第
を
記

し
て
い
る
。
項
を
閉
じ
る
前
に
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
簡
単
に
見
て
お
く
こ
と

に
す
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
大
間
の
奏
覧
を
以
て
議
定
の
次
第
は
完
了
す
る
が
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
除
目
に
臨
時
の
叙
位
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
蔵
人
頭
の

六
三
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補
任
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
文
で
は
、
　
除
目
の
議
の
後
に

臨
時
の
叙
位
が
あ
れ
ば
、
除
目
の
執
筆
が
兼
ね
て
叙
人
名
簿
を
書
く
こ
と
、
　
ま

た
蔵
人
頭
の
補
任
が
あ
れ
ば
、
蔵
人
所
別
当
を
務
め
る
一
の
大
臣
が
書
く
こ
と

を
付
け
加
え
て
い
る
。
除
目
の
清
書
、
即
ち
「
召
名
」
　
の
作
成
に
併
せ
て
、
臨

時
位
記
等
の
作
成
も
な
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

執
筆
は
、
殿
上
に
退
い
て
、
大
間
を
清
書
の
上
卿
に
授
け
る
。
『
西
宮
記
』
に

よ
れ
ば
、
清
書
の
上
卿
は
元
来
は
大
臣
の
役
で
あ
る
が
、
近
例
で
は
納
言
が
巡

に
よ
り
務
め
る
と
あ
る
。

大
臣
、
大
間
を
持
て
、
殿
上
に
出
て
、
清
書
の
上
卿
に
さ
づ
く
。
上
卿
、

陣
座
に
出
て
こ
れ
を
か
ゝ
し
む
。
勅
任
は
黄
な
る
紙
に
か
く
。
公
卿
の
兼

官
は
奏
任
の
別
紙
に
か
く
。
式
・
兵
の
つ
か
さ
、
お
の
〓
べ
ち
に
奏
任

に
か
く
。

上
卿
は
、
議
所
ま
た
は
陣
座
に
着
き
、
参
議
以
下
を
指
揮
し
て
、
召
名
作
成

の
事
を
行
う
。
除
目
の
召
名
に
は
、
用
紙
に
決
ま
り
が
あ
る
。
勅
任
の
官
に
は

貴
紙
を
用
い
、
そ
の
余
の
奏
任
の
官
に
は
白
紙
の
紙
屋
紙
を
用
い
る
。
例
え
ば

参
議
以
上
は
勅
任
で
あ
る
か
ら
黄
紙
に
書
く
が
、
そ
の
兼
官
・
兼
国
は
奏
任
で

あ
る
た
め
、
本
官
と
は
別
に
白
紙
に
書
く
。
ま
た
、
文
官
・
武
官
に
は
各
々
別

紙
を
用
い
る
。
例
え
ば
、
同
じ
勅
任
で
も
文
官
と
武
官
と
を
区
別
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
黄
の
一
紙
に
書
き
、
奏
任
も
同
じ
く
区
別
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
白
の
一
紙
に

書
く
。
こ
の
時
、
下
命
の
儀
式
に
お
い
て
式
部
・
兵
部
二
省
に
下
す
「
下
名
」

（14）

も
、
同
時
に
作
成
す
る
。

上
卿
ゆ
ば
に
進
み
て
、
蔵
人
に
付
て
、
鬼
間
に
て
奏
す
。
内
侍
こ
れ
を
と

り
て
奏
す
。
下
名
や
が
て
つ
け
お
こ
な
は
る
れ
ば
、
上
卿
か
た
な
し
に
む

か
ひ
て
行
ふ
な
り
。

清
書
の
事
が
終
わ
れ
ば
、
上
卿
は
弓
場
に
参
進
し
、
蔵
人
に
付
し
て
召
名
を

奏
聞
す
る
。
関
白
が
あ
れ
ば
、
奏
聞
に
先
立
っ
て
内
覧
が
あ
る
定
め
だ
が
、
こ

六
四

の
こ
と
は
本
文
に
見
え
な
い
。
蔵
人
は
鬼
の
間
に
て
事
の
由
を
奏
し
、
内
侍
が

取
り
次
い
で
召
名
を
奏
す
る
。
下
命
の
儀
式
は
、
官
庁
あ
る
い
は
外
記
庁
に
下

名
を
付
託
し
て
行
わ
れ
る
。
従
っ
て
下
名
の
奏
覧
は
な
く
、
儀
式
執
行
の
際
に
、

（15）

そ
の
旨
、
蔵
人
に
付
し
て
奏
す
る
の
み
で
あ
る
。
本
文
で
は
、
外
記
庁
の
結
政

所
に
て
行
う
と
し
て
い
る
。

『
建
武
年
中
行
事
』
の
除
目
記
事
は
、
最
後
ま
で
、
叙
述
の
中
心
に
天
皇
を
据

え
て
い
る
。
召
名
の
作
成
か
ら
奏
聞
に
至
る
ま
で
、
　
清
書
の
次
第
は
、
一
応
、

上
卿
の
所
作
に
沿
っ
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
。
だ
が
、
そ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
の
は
、
　
必
ず
し
も
上
卿
以
下
の
携
わ
る
実
務
の
要
点
と
い
う
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
天
皇
の
存
知
す
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
召
名
、

即
ち
、
上
卿
の
指
揮
下
に
作
成
さ
れ
奏
聞
さ
れ
る
最
終
的
な
任
官
名
簿
と
は
、

如
何
な
る
様
式
の
も
の
か
。
完
成
し
た
召
名
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
天
皇
の
承

認
を
得
る
の
か
。

叙
位
議
の
記
事
に
も
、
位
記
・
下
名
の
作
成
と
奏
聞
の
次
第
は
記
さ
れ
て
い

（16）

た
が
、
そ
の
説
明
は
、
多
分
に
抽
象
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
除
目
の

召
名
に
関
す
る
記
事
は
、
例
え
ば
奏
聞
の
手
順
一
つ
を
取
り
上
げ
て
も
、
非
常

に
具
体
的
で
現
実
味
を
帯
び
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
そ
こ
に
は
、
　
天
皇
の
視
界

に
収
ま
る
範
囲
で
知
り
得
る
こ
と
の
み
が
、
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
関
心
の
及
ぶ
限
り
に
お
い
て
、
任
官
の
過
程
は
、
　
全
て
天
皇
の
支
配
下

に
あ
る
。
除
目
に
関
す
る
『
建
武
年
中
行
事
』
　
の
捉
え
方
は
、
儀
式
の
最
終
段

階
に
至
る
ま
で
、
　
終
始
一
貫
し
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

注

（
1
）
『
雲
図
抄
』
に
は
「
往
古
毎
日
撰
二
申
文
一
云
々
。
近
代
早
速
為
レ
先
云
云
。
」
と

あ
る
。

（
2
）
『
貫
首
秘
抄
』
「
叙
位
除
目
事
」
。
当
寺
の
記
事
は
、
十
二
世
紀
後
半
の
著
述
と
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見
ら
れ
る
。

（
3
）
『
玉
葉
』
承
安
四
年
（
一
　
一
七
四
）
　
十
二
月
一
日

（
4
）
『
除
目
抄
』
　
「
筥
文
積
様
・
県
召
」
中
「
一
筥
納
」
。
な
お
当
書
の
成
立
は
、
　
十

三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
初
め
の
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
『
玉
葉
』
安
元
二
年
（
一
　
一
七
六
）
　
正
月
二
九
日

（
6
）
『
除
目
抄
』
　
「
筥
文
積
様
・
県
召
し
中
「
硯
筥
納
」
　
「
二
筥
納
」

（
7
）
『
〓
冤
翼
抄
』
　
「
転
任
」
　
「
転
任
勘
文
」
　
「
顕
官
転
任
」
、
『
除
目
抄
』
　
「
筥
文
積

様
・
県
召
」
　
中
「
入
眼
夜
」
　
他
を
参
照
。

（
8
）
玉
井
力
氏
「
「
受
領
挙
」
に
つ
い
て
」
　
（
『
年
報
中
世
史
研
究
』
第
5
号
、
一
九

八
〇
年
）

（
9
）
時
代
が
降
れ
ば
、
公
卿
は
、
　
外
記
の
用
意
し
た
挙
状
に
位
署
を
施
す
の
み
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
妙
槐
記
除
目
部
類
』
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
　
正
月

二
八
日
記
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
正
月
三
十
日
記
、
及
び
『
除
目
抄
』
「
筥

文
横
様
・
県
召
」
中
「
入
眼
夜
」
を
参
照
。
『
魚
魯
愚
鈔
』
巻
第
四
　
「
受
領
挙

事
」
に
引
く
「
或
秘
次
第
」
に
も
「
近
来
諸
卿
即
召
外
記
於
小
坂
敷
下
令
書
拳

状
、
〔
外
記
兼
書
儲
之
〕
　
諸
卿
各
取
之
参
進
奉
大
臣
」
　
と
あ
る
。

（
1
0
）
『
玉
葉
』
安
元
二
年
正
月
三
十
日
条
。
任
人
注
文
の
折
紙
を
下
す
こ
と
に
つ
い

て
は
「
密
々
事
也
、
更
非
二
作
法
一
、
然
而
近
代
為
二
流
例
一
」
と
の
注
が
あ
る
。

本
来
は
密
々
の
こ
と
だ
が
、
近
頃
は
半
ば
公
然
と
下
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

の
意
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
大
束
申
文
に
関
し
て
は
、
『
除
目
申
文
抄
』
「
撰
遺
申

文
事
」
　
を
参
照
。

（
1
1
）
顕
官
挙
も
、
受
領
挙
と
同
様
、
徐
々
に
形
骸
化
の
過
程
を
辿
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
『
玉
葉
』
建
久
四
年
（
一
　
一
九
三
）
　
正
月
二
八
日
条
に
は
、
「
近
例
、

只
仮
名
之
挙
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
妙
槐
記
除
目
部
類
』
弘
長
二
年
（
一
二

六
二
）
正
月
十
八
日
記
で
は
、
申
文
の
一
々
に
つ
い
て
公
卿
が
評
定
を
行
っ
て

い
る
が
、
そ
の
大
半
は
、
数
の
不
足
を
補
う
た
め
蔵
人
方
に
命
じ
て
当
座
に
作

成
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
『
魚
魯
愚
鈔
』
巻
第
七
　
「
顕
官
挙
」
　
に
も
「
任
顕

官
之
時
近
来
強
不
守
件
挙
状
矣
」
　
と
あ
る
。

な
お
、
『
玉
葉
』
　
の
任
受
領
・
顕
官
新
任
に
関
す
る
記
事
は
、
い
ず
れ
も
注
1
0

に
同
じ
。

（
1
2
）
注
2
に
同
じ
。

（
1
3
）
『
〓
冤
翼
抄
』
　
「
凡
任
二
一
人
一
間
作
法
事
」

（
1
4
）
『
江
家
次
第
』
　
「
除
目
淸
書
事
」
、
『
除
目
抄
』
「
筥
文
積
様
・
県
召
」
　
中
「
入
眼

夜
」
　
を
参
照
。

（
1
5
）
『
江
家
次
第
』
　
「
除
目
清
書
事
」
　
「
除
目
下
名
」

（
1
6
）
佐
藤
「
『
建
武
年
中
行
事
』
雑
考
（
四
）
」
　
（
『
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
』

一
九
九
八
年
）
　
「
天
皇
と
関
白
」
　
の
項
。

＊
本
文
出
典
一
覧

『
建
武
年
中
行
事
』
『
〓
冤
翼
抄
』
『
夕
拝
備
急
至
要
抄
』
　
｜
以
上
、
『
群
書

類
従
』
『
江
家
次
第
』
『
西
宮
記
』
『
北
山
抄
』
　
｜
以
上
、
『
神
道
大
系
』

原
則
と
し
て
旧
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
、
注
記
は
　
〔
　
〕
内
に
一
行
書
き
と
し

た
。
ま
た
、
引
用
に
あ
た
っ
て
、
　
『
建
武
年
中
行
事
』
に
つ
い
て
は
、
和
田
英
松

註
解
・
所
功
校
訂
『
新
訂
建
武
年
中
行
事
註
解
』
を
参
考
に
仮
名
遣
い
・
文
字

遣
い
等
を
改
め
た
。

六
五


